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1 獨逸 阈粹册 ，傅— 



年 ゆる アドルフ •ヒット ラー は、 一八 八 九 年 叫 1 二十 
.344 すト ”ァ の爲に 近い ブラゥン ナゥと いふ 小さい 町に 生れ こ。 
彼は 今年 四 士二才 QI で t 、 證 ■として— して 來た ドィッ 錄社 
I 切つ ての 闕士 であ. 〇 指導 表で ある。 所 蓮 色の 彼の 家から 發 する 彼の 5 一 
P •器の ドィッ 全 政： 5 を 支配し、 彼 9 一？ ー投器 、あら t 世界人の 神 
綷を刺戟する程*彼は時代の英雄となつた。 

一九 三 ニ 年 界 政；：！ に 於て か < まで 强いカ 客す る P ヒット ラ ー 氏は* ^ 



I ながら 生れる と 直ぐから 斯くズ バ拔 けた 人 問では なかつ た。 而も 彼の 靑 年期に 
至るまでの生涯は寧ろ幸福平 0 といふょ6不幸溥倖で充たされて35た。彼の先組 
は パィ ユルン生え拔きの：-{::姓であつた。彼の父は最初は 7| 姓をしてゐたが*伋、 

ォ ー スト リァに 出て 下級の 税關史 になつ 穴。 

ヒット ラ 1 は 幼時 力 •トリック 敎 的に 敎 r / さ れ 、上部 ォ ー スト リァの 都 リンッの 
.實 科 ^ 校の 一年生に 入 ^ した。 彼は 十 三才の 時 父と 死別し、 そして 又 •十六 才の 
時には彼の伢を失つた。 

最初*ヒットラーは： « 姓が嫌ひで、逬家かぺンキ以 |: ならぅと以つて奶たが、 
さる大ゆ敎授の勸めに依つて砬築家を志し、此の：：的を抱いて.十六才の時ゥィ 
1 ンに旅 立つ た。 

クィーンに來てからの五年間の彼の生活は贤に悲传なものであつた。彼じ此の 

五年問の生活を、彼の著「再が開哦」中に於ても间想して圮るやぅに、悲慘と鉍 




と 苦 間の 注 活で あつたと 言つ て： H 5 る。 彼は 

「五 年間、 私は 最初、 助手と して 働き、 それから 小 書家と して 働いて 糌を 得な 
ければ ならな ■かつた。 而も 此の 木當 に少ぃ 所得は、. 單に荇 M の 空 股を 滿足さ せる 
のに も 充分では なかつ た。」 と间頋 して 居る。 

然し 此の 悲慘な 生活の 中に 於ても 彼は 新 知識を 得る ことを 忘れな かつた。 彼は 
凡ゅる機仿を利用して讀害した。彼は彼の糊ロにも足6ぬ收入の中からさへ峦勿 
を只ふことを忘れなかつた0事»此の時代のヒットラーの苊凉たる往活中に於て 
は、此の讀咨のみが唯一の彼の温かぃ友であり、伴侶であつたのだ。此の>2閊が 
高等 學 校に も大學 にも 學ばな かつた ヒット ラーに 、それ 笠の 卒業生に も 勝る 知 哉 
を與 へたので ある。 現在 •黛の 指導者と しての 彼の 毡拈 的な 勝 史的 •政治的 知識 
1批判カ*そして又他面に持つ美學的敎養は、荇、此の五ヶ年間の 0 舉獨 1 1 7 に ^ 
つて ^ るので ある。 . 



ニ 

今 n の ヒット ラーは •党々 たる 世界的 政治家で あるが、 他面、 彼の 苦き 時代は 
又 非常な 残 術 愛好家で も あった。 彼は 此の爇 術 的 愛好 心を 充た す爲 めに、 一九 一 
ニ 年には ミュンヘンに 出掛けて 居る。 此の頃の 彼は •漸く 以前の 锇死 線ょ b 议け 
出した時期で、可成り幸福な、离まれた時代であった。前枞の「吾が闕帘」中に 
於ても*「此の時代程幸福で、滿足であった生活は私の生肫中になかった。」と刖 
かに 述べて 居る 程で ある。 

ミュンヘンでの 此の 幸福な 如かな 生活は •ヒット ラ ーの生 卵に 於て、 又 一時期 
を！ E する时 代で あつた。 ヒット ラ ー は 此の ミュゾ ヘン 時代から ■始めて 政治的 諸 
問題、 特に 外交 關係の 諸問題. に 强烈な 興 f 5 える やぅに なった ので あ气從 っ 
て、 ミュンヘン 時代には、 彼は、 彼の 美術硏 究以 外の 殆ん どす ベての 舉 ll '. l を 注い 
で、 政治* 外交問題の 硏究に 沒 M して 居た ので ある。 




世界大戦の 勃 發は •然しな •から 此の 熟 情漢を 靜寂な 勞的妍 究に精 迆させ ては お 
かな かつた。 大戰 の勃發 と共に、 彼 ヒット ラ ー は 八月 三 U •早速 •バィエル ンの 
皇帝に取隊志願狀を出して、パィユ,ンの軍搠に加入し、舉生志邸兵に編入され 
た。短期の取隊訓練の後彼は莳に此の眾隊と共に、ランゲマ,クの決死的攻媒に 
從事し、それから四年問*两部戰線に於て伋も2:難な、危險樾まる取_泐 |: 從 
事して居た。一九ー六年十 ;1 には名稃のれ傷をして衞戍痫院に入ったが、ー九ー 
七年三 ;| には再び莳に前線に立ち、フランダ.丨ス地方に於て、英阈祇に向って苒 
度、 猛烈な 架 退攻繫 を やった。 一九 一八 年の 秋には 三度、 フラン ダ ースに 於て英 
軍と街突し、此の微戰で、ドィッ軍 -|1 非{: ||| な ^ 戰をなし、彼は、十：：；十三1::夜、 
數時間に亘る砲炖丸斯彈等の十字砲火の中を酹ってべルゲィック南方の丘上に逃 
れた 。此の 戰爭で •彼の 幾多の 戦友は 死傷し、 其の 中には 彼の 親友 も 交って 居 
た。 彼 0 身 も •朝になる や、 ft 偽の 痛みは 一刻 一刻 恐し くな b •目は 境け っく や 




ぅにな り、 數時間 後 U は 一時 盲目と な b •遂に ボン メダンの 野戦病院に 入院し ^ 
ければ ならな かつた。 

一九 一八 年には、 績 く大戰 の 敗退と •戰爭 に 依る 阈內の 未 甘 有の 袞微と wm に 
依り、 ドイツは 革命の 波で 以て 充され た。 到る 處の 市街には 市街戦が 起り、 勞锄 
者は 工場を 占領し、 兵士は. 取 規を 破って 反亂に 狂っ た。 而も、 ドイツの 敗 戰は、 
列阈に依るドイツ分割をさ.へ敢行せしめやぅとした。帝阈主義ドイツは今や完全 
に 地 ベタに タ 、キ付 けられ、 思ふ栊 踏みに ぢられ てし まつた。 それに 內亂 •底な 
き動搖.此の戰勝列阈に依る完坍なきまでのドイツ民族强膊と*そのさなかにぁ 
つての 一九 一八 年 十一月 革命と こそ •か、 實に今 =のヒツトラーをして比族主義の 
下に隳 起せし め、 ドイツ 阈粹 主義の 大旗の 下に# 起せし めた 泐闶 でぁっ たので ぁ 
る。事贲、此の革命に庇而して、荞き毋敢なるドイツ询年戰士ヒツトラーは、苺 
を 立てて 愤 泣した。 彼の ドイツ 民族に 對する 燃 ゆるが 如き 愛莽 と、 彼の 此 等の 革 



命 家に 対する 衷心からの lit 惡と •か、 彼を して 今：：： ドィッ！： 比の爲めの政治關 -^ に 
そして 又、 十一月 革命に 對 する復 普關爭に猛進せしめる枨木报闶でぁる。 

此の 時の 寧を ヒット ラ ー は 次の やぅに 述べて 居る。 

「私は母の莴前でぁの時程泣いた事はない.私の靑年時代に於ては、私の運命 
は 無慈悲で ぁつたし、. 私は 私の 運命に 财 つても 來た 。長い 大戰 中に 於て は 親愛な 
る 友は 倒れ、 同志は 地上ょ り消 え 去つ た。 此の 時、 私が 思 痴ッ •ホ ク M を 流すな ん 
てことは寧ろ罪惡でぁる。戰友は哲ドィッ帝 ^ の爲めに死んだのだ！。私.か最後 
の =、恐る可き蔣瓦斯の環に包まれて兩眼を犯され、永久に 1| 0 になるのではな 
いかと戰傈した時、突如、私の良心は叫んだ。憫れな奴め*幾千の同志は紺阀ド 
ィッの 爲 めに 死んで るのに、 汝は情 けなく も號泣 する のか* と。 そして 私は 私の 
進む 可き 運命の 前途に ついた の だ。 今や 私は 叫ぶ •組 阈の 不幸を 前にして 個人的 
の ぁらゆる 愁 •か 如何に 取る に 足らぬ か— 
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怖しき31に恐ろしき夜が衍く。私は萬事は消え失せることを知つて居る。然 
し、虛言漭と犯罪漭とに對する佾惡は消えない。此の || 夜、私は佾惡を.此の资 
國奴的 革命 行 爲の 首謀 米に 對する 僧惡を 宵み 養つ て 居る。 

かくて 私は 更に 政治家た るべ く 決心した ので ある。」 と。 

三 

世界 大戰に 依る 祇阈主袭ドィッの敗退と、それに忭ふドィッの阈家革命とは、 
吾が 若き 熟 血漢 ヒット ラー をして 祖阈 ドィッを 背 ft つて 立つ 阈粹的 政治家たら し 
めた。 一 無名の 街 年 建築 閟 案 家と しての ヒット ラー は、 奇しくも 世界 大戰に 依つ 
て新垃 地への 第一步 を 路み 出した ので ある。 

然し*常時のドィッの社矜狀勢は、飢_を守れと叫ぶ一無名の街歌政涔の砹に 
注目すべく 餘 6 にも 路み にぢ られて 居た ので ある。 阈 1 SC は ヒット ラ ー の葸 句とは 
反對に、彼等の新生への活路はー途に唯共和阙ドィッにのみ在りとしてその妞設 
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にいそしんで居たのでぁる。 

かくして 新 共和 國 ドイッの 基礎が 已に 十分に 固められて 焐た時 即ち 一九二 三年 
十1 >1 九=の夜、突如.南獨シユンへン市の市钤謎祺堂に於て、ルーデンド /^ フ 
將 軍の 臨席の もとに 我が ヒット ラ ーはべ ルタンの 共和 阈 中央政府に 反 對する 革命 
の 宣言を やった。 彼が 具 51 的に 彼の 主張を 天下に 發 表して、 その 行 励に 移した の 
は •之が 最初で ぁる。 

然し •彼の 此の 政治的 行動の 最初の 計畓 は、 不幸に して 失敗に 終っ た。 そして 
此の 結果 •彼が 得た 所の ものは、 軍に、 ドイッ 中の 侮蔑 的 嘲笑と •彼を 以て 「玫 
治 的 道化役者」 とする 冷笑の みでぁった。 

此れの みで なく、 此の 革命の 失敗に 依っ て、 ヒット ラ ー は •彼の 最も 力と して 
居た、かのルーデンドルフ將軍とは不和となってしまったし、其の上、彼の同志 
の 者 さへ 彼を 裹切 った。 而も、 ドイッ 共和 阈は 、彼を 以て 共和 阈に對 する 政治的 
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反逆者と 判決し、 五ケ 年の 刑を 宣告した ので ぁる。 

投獄され た ヒット ラ ー は* 然し 決して 彼の 素志を 拥さな かつた。 幸 か-不幸 
か、 共和 國ドイ b は •彼の 五 年の 刑を 一年で 赦免した。 宽大な る ドイッ 共和 國政 
府に依つて與へられたる四年間の出獄生活は、ヒットラーにとつては般も有意義 
な 四 年 問で ぁつた。 彼の！： 粹主義 的 運動 •か、 今；：： の 隆盛にまで 發 M し、 全 ドイッ 
政 ^} の 運命を 左右す るまでの 勢力を 獲得し 得た のは、 實に 此の 四 年の 出 ^ 生活の 
結果でぁつたのでぁる。此の总味に於て、彼が無名でぁり、全ドイッに依つて當 
時 問題に されな かつた 事が、 その 結 架に 於て、 彼を 一ヶ 年で釋 放し •幸述 を 抢つ 
たこと になる ので ある。 

出獄 後の 社 會狀 勢は、 政治的に 經濟 的に 內外漸 く 鉛 雑の 相を E M •する に 至 り、 
ヒットラーのー大ドイッ國民の大同搠結の旗の下に說く、かの生存の保證と民族 
の繁榮 .及び 祖國 ドイッの 自由と 獨 立の アビ ールは、染然、ドイッ全大衆の：：：常 




の 具體的 生活の 要求と 合致す るに 至つ たので ある • 

一九二 三年 十一月 九日の 革命 當時 、彼を 支持した 者、 全阈 僅に 二十 萬と 稱 せら 
る、 に反して、 出獄 五 年後の 一九 三 〇年の九月十四 14 の全國總選皋に於ては、ー 
躍六西五十萬、 0 , 七の蕺席を獲得した事實を見れば、彼が僅か五ヶ年間に如何に 
閊爭 し、 ドィッ 全民衆が 如何に 彼の 主張に 共鳴した かを 观ひ 得る であらぅ。 一九 
二三 年、 政治的 道化役者と 嘲笑され た、 彼、 ヒット ラ ー も、 か く^ 3て今や*全ド 
ィッの 政局を 左右す る 世界的 巨人にまで 飛躍した ので ある。 



ニ 指導者と しての ヒツ トラ— 



現代ドィッに於ける急敝なる阈家社會主袭の控頭に就いては、资本主義世界の 
示顯する现代の未竹釕の不況と，そのー琨をなすドィッ資本主袭阈家の特殊性、 
換言すれば 、ドィッの 政治的、 經濟的 •社 矜的諸 態樣に 依って 導かれる もので あ 
ると 說明 する 堺も可 能で あらぅ。 然しながら、 此の 一面 •吾々 は 今：：： の ドィッ、 
ファスシズム典隆の坫も重耍なる股因の一つとして*黨を實質的に指導する彼* 
ヒット ラ ー の 役割を 忘る る 事は 出來 ない。 

歷史に 於け る 個人の 重要性に 就いては 諸種の 問題 •か あらぅ し •諸種の 解释が あ 
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らう。 そして 又、 現代の 如く 大衆を 以て 歷史 Q 旃 雄の 推進力 ふ-見る 社會に 於て 
は、 特に腠 史に 於け る 個人の 役割は 小さい もの かも 知れない。 確に、 崩 拔し行 く 
社耔 の腠 史的 過程を 一個人の 力に 依って 與 へる ^ は、 恐らく、 太平洋の 水を 蒸發 
させて しま ほうと 試みる 程に 無駄な 事で あらう。 然しながら、 社 會の 睹史 5? 發 M 
の 過程を. ^やうに導き、如柯やうに組立てて行くかに就いては個人の實カと ^ 
分が 作用す る ことは 否めない。 

ヒット ラー 0 身、 「人類の 進化と 文化とは 多數に 依つ て 生成され る ものでは なく 
て 絕對 rK に 個人の 天分と 實力に 基く ものである」 と 主張す る。 そして 此の 事は 
一九 三 〇 年の ドィッ 總 選 彤に 於て 具 5 |的に實瞪3れた。それのみでな.く.近くは 
ィタ リ ー に 於け る ムッソ リニ ー の 存在と、 口 シア 共淹キ 龚芾 命に 於け る奇傑 レ ー 
-I ンの 役割と V 政治 及び 塍史に 於け る 個人の 實カが 如： I ： に i であ么 を 物語 
つて 居る のでは なから うか。 



ヒット ラーは 黑い髮 の 毛を 持っ た。 彫刻 的な 陰影の 多い 顔の 中背の 劣で ある。 
彼は四年問の嘥垛生活に依って扔た强カな身心を持ってゐる。彼の輝しい眼と， 
典庇ぐな菸は、彼のカ强い性格を端的に物語って尻る。彼は素阽らしい雄辯家で 
ある。 彼の 怙您的 な 雄 辯を きく 著は、 彼の 全身から 溢れ出る ダィナ シックな 精力 
に 打たれる。 聴衆は、 彼の 素 睹 らしい アビ、 ルに 一 も ニ もな く 熱中す る。 

彼の 此の 大衆への 呼びかけに 依って、 此の 前の 總 選 舉に於 ては •新に 選 舉權を 
.得た 五十海 人の 大部分が ヒット ラ ー 派に 投恶 した。 此 等の 新 有 權诉 は、 it 洲大戰 
を 知らす、 ドィッの 將來を 背 ft って 立っ 靑年砑 である。 此の 新時代の 靑年が 、ヒ 
ット，フーの&格と圯想に.深典なる共嗚を寄せて « ることは、蓋し缺も注怠すべ 
き事柄であらぅ。 

ニ 

總選舉 に 依る •斷然 たる ヒット ラ ーの捺蚶は’從來*ヒットラーの人格*思想 



に對して無關心であつた人々にまで異常な關心を呼び趄した。今まで徙に反叻と 
して、其の述脚を默殺して « た共和主義济も、詳細なるヒツトラーの主義の洱考 
を强 要された ので ある。 

彼の主满は多端である-その詳細は後記する、彼の政綱ニ十五ヶ條に明示 3 れ 
て 居る が、 一言に し壶せ ば •社钤 主義、 阈家 主義 反共 和 主義 •而 して 反 ユダヤ 主 
義の カク テ， である。 然しながら、 彼の 此の 一而 復雜な るが 如き 主谪 主張 も、 決 
して在來のー夜沿けのそれの如く皮相的ではない。彼の主袭も主張も、锊に今：：； 
の祺雜 なる ドイツの 社 ft 的 特殊性に 弗 因して 生れた る ものである。 此の总 味に 於 
て、ヒツトラーの主義 ||1 心想は、煨密に硏究さるべき幾多の領野を持つて居る0 

從來 、ドイツ 阈家を 打つ て 一九と なし、 强カな る ドイツ 阈家の 姐 設 {: 力を 致し 
たものにかの链血宰相、ビルマルク*かある。彼の ||1 心想と、最高の目的は、 ^ ふま 
でもな く 個々 の ドイツ 阈内 の ^ 家を •政治的に 統一し、 內 外に 向つ て强 力なる 發 



展を志すに狂つた。此れに比して、今=:のヒツトラーの目的とする所のものは* 
ドイツ K 族た る ものは、 凡て 共通の 民族的 特 忭 を 意識す る ことに 依つ て、 一大 同 四 
結を 閟る ことに 在る ので ある。 ドイツ K 族の 天 M の特 贺を、肉體的、犄神的に冇 
能ならしめ、對立する諸阈家の諸过族ょ6阢迸され、侵迸される祺なく、獨立的 
に n 由に、 ドイツ 拭 族の 素質と 力を、 總ゆる 方面に 延ばして 行く。 かくして 殺 醃 
したるドイツ过族が、文化的に、擗濟的に政治的に、彼等の天賦の使命を完ふし 
て 行く 所に、 始めて 全 ドイツ K 族の 幸福と 安寧と が 約束され て 居る と說 くので あ 
%0。 

か、 る 基本的の n 的 遂行の 爲 めの 现實の 鬪爭 手段と して •彼は 先づ 、現在、 最 
もドイツ全民族を芮しめて居る、戰敗_ドイツの負ふ賠償.的！1務の今：廢を高唱す 
る。 ゲ ユルサイユ條約の廢粢は即ちか、る 0 的の爲めの必然的の手段であト、從 
つて その 爲 めには •敢 て戰爭 を も辭 せぬ ことを 宣言す る。 かくて、 現在の フラン 



ス帝阈 主義を 初めと して •脔 聯合 S に對 して、 賠偾 義務の 全廢を 要求す る。 

同 内的には、 彼は、 ドィツの 大產業 資本の 破拔 と、 その 阈有 とを 主張す る。 個 
人的 大產業 資本の 存在は、 ドィツ 阈 K の现下 の 生存を 阻害す る ものと 見做す か 〇 
である。 此の 意味に 於て 彼は 最も 熱心なる N 家 社會 主薄漭 である。 又* 他 M •ユ 
ダ ャ財閲 の 掃海を 主張し、 唯物史 觀に依 つて 指缚さ るる マルキシズムの 世界 觀を 
排斥す る。 

此 等への、 撓みな き 闕爭な くして は、 そして 此等を 完全に 克服す る 事なくて 
は、現在のドィツ坟族の负ふ荇惱は解決され得ぬと說き*從って全ドィツ民族は 
此 等の 岡爭の 旗の 下に 結成すべき であると 主張す るので ある。 

此れ ♦か 彼の 思想の 斷而 である。 

近代的 政治家 ビス マ ダクの 人物は、 事の 與相を 把む に敏 に、 個々 の 鍩綜 せる % 
象を： ^理的に、明確に裁蹒するに特殊の本能を持つて居た。不徺不：^に自己の听 



信を 斷 行した。 然し、 他面， 此 くの 如き ビス マ ダク も、 ド ィッエ 柔勞働 者の 精 
神、 及び、 此等 新典陪 級の 社 會的罄 と S とに 就いては 完全に 無知で あつた。 
此の 事が、 外交には 蒂々 しい 成功を 飾つ た ビスマルクを して、 阔內的 政策を 誤ら 
せた ので ある。 

現代の 政治的 巨人、 ヒット ラ ー は、 勿論 •事物の 本質を 把搌 する に 明敏な 才能 
を 持つ て g る。 然しな •から、 彼 ヒット ラ 1 は、 ビスマルクに 於て 見る とは 本質的 
に興る、經驗と |)1 察の範圍とを持つて居るのである。ビスマルクは、阈家の機 
關 •卽ち 主權诉 、或は 大巧 議會 .軍隊を 過重した のに 對 して •匕ッ トラ， は、 
阈 家 機關の 指 薄 ^ たる 阈 K 自身を 見て 居る ので ある。 

ヒット ラ ー は 純然たる 庶 級の 出で あ b 、 旣に 少年 時代ょり 庶 li の 仲間で あ 
6、手エ業者として、或は又、名もなき一兵卒として、永き髋驗を集めて居る。 
ォ丨 スト リァの ゥィンに 於け る i 家と しての 彼の 生活は* 下 I 級の 經濟 的、 



文化的水準の悲慘5を、多分に味つて居る。戰線の叫年問は*戰友の靈を兑*戰 
筏に 於け る 彼は ユダャ 新聞の ドィッ K 族への 挑戰を 經驗 して 居る。 

ヒット ラ ー は、 阈 家は K 族の 爲めに 存在す る もので あり、 政府は 一議 會の多 數 
の 手に 屈せず して 最も 寶任 ある 人物の 手に歸 すべきで ある ことを 知つ て 居る。 政 
治 家は、 民族の 生活の 中に m 花す る活励 力を 認識す る 事* 及び その K 族の 政活 
的，經濟的發展の爲めに « 的を祸揚するのみでは充分でなく、政治家たる漪は宜 
しく其の與へられたる使命の贲際的解決にまで莳進すべきであり、其の爲めには 
次の •如き 三つの 特質が 必要で あると する。 即ち、 個人的 危險 、及び 如 M なる 反 對 
にも 恐れざる 與氣、 缸何なる端合にも臨機應鰱の所骰を取6*奔處し-而して.：2 
己の=的を遂行する忍耐カ、此の三要素が必要である、と。 

ビス マ グク は、 民衆に 對し 、又* 王に 對し個 人的 與氣を 持つ て ^ た。 外交に 於 
て 示す •か 如く 對 外的に も 勇敢で あつた。 彼は 死に 至る まで 不撓不屈の 闕士 であつ 



た。 而も その上、 ビス マ ダクは 强カな る 軍隊と 憲法を 有して 居た。 ヒット ラ ー 
は、 政界への 最初の ー步 からして 非常な 困難に 庇 面して 居る。 軍隊の 解散* 湛法 
の 腐敗、 ユダャ 人に 依っ て！ S される 內敵 •かあった。 ヒット ラ ー には. 自己の 主張 
を ® 現すべき 财政上の、政治上の何等の機閲もなかった。彼には唯.历氣があっ 
たのみで •ある。 政治 上の 目的を 實現 する 爲 に、 實行を 以て 開始 せんとした 勇 氣 
は、 13 動され た 群集に 依って 殺されん とした 時ょりも 與悍で あった。 彼 は此の贝 
氣に依 っての み、 大小 幾多の 事件を 俊敏に 解決す る。 

ー九ニ三年の十1 ^ 、彼の同志はミユンへンの司令部前に於て、ドィッ策隊レ 
铳火に 依って 銃殺の 運命に 散った。 彼の 身 も、 パィ ユがン の 法廷に 引 きづ b 出さ 
れた。常時のユダャ系の新聞は一齊に暴励と寄き立て、市 ^ 勞働搜體は彼を以て 
道 匕殳 者と した。 然し、 ヒット ラ ー は 決して、 此 くの 如き 速 命に 屈しな かっ 
た。 彼が ランズべ X ダに 投獄され て 居る 間に •彼は 「吾が 間审」 第一 卷を書 き 上 
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げたので ある。 

ヒット ラ ー は* 僙かの 期間の 中に •七 人の 同志ょ 6 ?| 离の黨 R を 獲得した。 あ 
ら § る 階級の ドイッ人が、 此の 銥に 、一個の ^ 民的、民族的阳結として組織され 
て 居 i 。 一九 三 0 年の 總選擧 は 彼を して讅 鈐に於ける笫ニ黛に戍功せしめた。そ 
して、 從來の 共和主義 济 、マ ダク スキ； 義湃 •ユダ ヤ 人の 政 黛は、 一躍 •その 牙城 
を棄て •防 期 的 態勢に 驅逐 されて しまつた ので ある。 现在 、ドイッの 中央政府 
は、 最早 •ヒット ラ ーの跤 策 主張を 顧 虛 する 事な^ ては •ー步 も 彼等の 政治を 
贲 行し 得な /\ なつて しまつて ゐ る。 

又、 ドイッを 大地に 榔 きつけた 铒聯合 諸國は •ヒット ラ ーを凝 視 して、 彼の 微 
細なー寒手ー投足にまで注意して焐る。一九三〇年前まではべルサイユ條約は， 
フランス人にも、ドイッ阈內のマ火キシズムにも*全歐洲の秩序と*ド.イツ民族 
屈服の爲めの止むを得ざろ莊本法則と見做されて居た。そして此の改正阏題 * ; 、 
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.. •• - . , i .-11. IT ;:t , 、 •ン. I , f ' . 

* 

I 

ヒット ラ ーの勝 利 後、 數遇 間にして •英米 併に 依つ て 論議され 出した。 フランス 
に 於て さへ、 ドィッ 嫌 ひで 有名なる 人物まで、 その 改正を 主張す るに 至つ て 居 
る 0 

ヒット ラ一は 、艰なる政治家ではなくて*將來のドィッの自由と獨占との爲め 
に 闘爭 する 西 茁の阈 粹社钤 勞働黨 の 無比の 統率 漭で ぁる。 黛 員は 凡て、 全 ドィッ 
民族は 一致 此の ナチ オ ナル ゾチ アリス トの述 泐に閲 結すべき を 確信して 炳る 。そ 
して彼等は、その統制者ヒット_ソーの下に、新鮮にして刖かな新ドィッ阈家の姐 
設を 確信して 居る ので ぁる。 



三 ドイツの 屋史と ヒット ラ— の 國粹 主義 



ヒット ラ 1 は說 いて 居る。 

「自己の 閾民を 愛する 者は*!: 比の 爲に 喜んで 犠牲になる。 打筇に 終始す る阈 
粹精神は存在するものではなぃ。又.階級のみを主とする閾粹主袭もなぃ。 …… 
阈粹 主義と 社 曾 正義 心との 密接な 融合 •か 若き 心に 培 はれる 時、 そして、 公共 
愛* 公の = « 心に依つて固く結合する時、其畤始めて不變にして而もぁらゆる時 
代に 適合す る 强ぃ阈 K が 出來 上る の だ …… 」 

「吾々 は 一倜の 統ー髀 でぁ 吾々 は獨 逸民 族の 新しぃ 阈民速 励の 輝し ぃ 未來 



を確信して居る。愛の阈民運動の爲に吞々は死守を替 61 、吾々は吾々の間士の忠 
责を以 て* 新 典 ドィッを 建設し、 ドィッ 阈の未 來の爲 に壽 ぐで あらぅ ー」 と。 

ヒット ラ ー の朽學 に 依れば、 各 他人の 生活に 於け る 基本的 問題は ニ 個 あ.^ とす 
る 1 

卽ち •一は 遇然的 條件即 ち、 箏故 とい ふ 形式を 以て 外的に 作用す る， 運命で あ 
b 、 一は、 その 運命に 突進し、 その 運命を 變換 する C 己の. 意志で ある、 と。 

苦し 各個 人が 失敗 すれば* 其の 結 取は 不憫で あるが、 之は 軍に 運命に 依る のみ 
ではなくて •實は 、之と 同昽に 作用すべき 意志の 不完全と 行 爲 の欠陷 に 依る ので 
ある。 谷 個人が 失敗と 不幸と を 征服し やぅと すれば* 先づ 、その 人 身の 缺點を 
認識すべき である。 そして 而る後 に* その 人の 目的に 適合す る 意思を 決定すべき 
である。此れが、個人をその生活に於て活かすぺき基本的の間題であると說明す 
るので ある。 
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ヒット ラ ー は、 此の 個人的 法則を 以て、 直に 阈民に 適用す る* 

卽 ち* ド イッ阏 民の速命と*ドイッ ^ 过0身の現在の失敗は、铕しくドイッ國 
民が 過去に 於て 不完全なる 葸姐を 有した が 爲で ある。 ドイツ 阈 K . A 身が、 ドイツ 
國 K 0 身の 持つ 欠陷を 認 誠せす*阈民の 9 的に適合したる意见を決定しなかつた 
が 爲 である。 此れは、 個人の 速 命に 於け ると 同栊 、取 6 も 直さす、 ドイツ 阈 Ka 
身の责 任で ある。 

現在、ドイッ阈民の幾多の部分は、彼等0身から遊離して、外阔人の支配下に 
S かれ、 ドイッの 軍事的 機能は 破坺 され、 ドイッの 勞働 力は 戰僙 支拂の 爲に異 笊 
の 搾取を 受けて 居る。 ドイッの 政治的、 文化的 生活は、 他阈民 に 依つ て 支配され 
て 居る。 ドイツの 將來 はかくして 全く 絕盟の 深淵に® んで 居る のでは ないか？ 
何が 故し 現在の ドイッの 悲境は 招来され たの か？ 

そして、 此の 闲難 ^ 征服せん 6>* 爲に、ドイツ阈比は如5:なる方向に向つて*彼 




等の 竞思を 決定す •へきで あるか？ 

ヒット ラ ー はかく 自問し •而 して 之に對 して 次の やぅに 0 答して ゐ るので あ 
60 . 

I つの 簡 m な 物理的 法則は 此の 事を 敎示 する。 即ち、 多数の 小さい 力を 集め 
て、 ー侗 の大な る集众 力を 作る 爲に採 る 方法が 此れで ある、 と。 

若し、 吾々 が、 一個の 物體に 於て、 多数の 小さい 個々 の 力を、 全く 不統一に 作 
用さしたならば、其の個々のカは瓦に街突し合ふものである。而も、その時、孤 
々のカはその物骶內に於て扪滅し去るのである。消滅すれば、例へ物微の內部に 
於て、 非常に 多數の 分子 •か ^ 在して 居ても* その 力は、 一個の 偉大な 力と なつて 
外部に 向つ て 作用す る 事は 不可能で ある。 

此 に反して、 一個の 物 骼の內 部に 於て* 其の 個々 の 力を 成る 一定に® いたなら 
ば.その似々のカは一個の大きなカとして外部に向つて作用するものである。 




此の簡眾なる物理方則は、阈垃に於ても同樣である。若し_民が¥蝌的にも、 
辟濟的にも、4して又政治的にも、完全に無秩序に止るならば、其の時に於て 
は、 阈 拭の侗々のカは抵觸し侖ふであらう。さすれば |«1 过全骶として、他國坟に 
對 して 政治的 綷濟 的躱爭 にも、 文化的 戰闕 にも •何等の 優越を も 持ち^: ないで あ 
らう。 此れに 反して、 全 阈民の 力が、 その 阈 K と對立 する 諸 外 阈に對 して、 同じ 
意，1:の下に統一的に結合せしめられるならば、其の時に於ては他阀试との兢 ^ に 
於て 偉大なる 力を 生じ 得る であらう。 

阈比が Q 己の 使命を 知り、 阈粹意 識の 下に、 阈粹意 Ini にょつ て 政治的に 强カな 
る 統一を 形成した 時には、 何等の 阏粹 意識を も 有せす， 或は 數 に 於て、 文化に 於 
て 優れたる 阈民の集合である他阀民に對しても、斷然行己を發露し、巍然として 
頭角を 现はし 得る であらう。 

此の事實は何れの闽 1^ に對しても、何れの時代を通じても、齊通にして妥當な 
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る 0然法則であり*正當なる真珂ではないか。從來の過去に於けるー切の歷史 
は* 兑ょ •此の 事 贲を證 明して 居る ではない か！、 …… と。 かやぅ に ヒット ラ一 
は 思考して 在來の ドイッ 歷史を 顧みて ゐ るので ある。 

ニ 

フランスの N K は ルイ 十四 世の 下 に、 將又ナ •ホ レオンな •帝 統率の 下に、 阈粹意 
識を某 調と する ことに 依つ て 偉大なる 政治的 効果を 取げ 得た。 フランスの 統一 さ 
れた 阈家的立3:は、世界大戰の間四年に亙って、ドイッ取の攻擊を防止し得たの 
である。 

英國民 はつ フ イト •オフ •口 ング •マイ •カン ッリ ー」 とい ふ # a 則の 下に 阈民 的統 
ーを實行して來た。其の阈家的怠識の統ーが、今 11 の英阈に見るが如き、あらゆ 
る地點 に 宏大な 領土を 建設せ しめたので ある。 特に 英 Ml 民の 阈粹的 統一的 意向は 
世界 大戰に 於て 具體 的に 示顯 された ので ある。 




伊太利 阈民 は、 國 家的贲 識と 阈粹意 識の 欠けた 時代には 何時も 隣邦 食餌と なつ 
て 居た。 然るに、 ムッソ リニ ーの 出現に 依る、 急激なる 阈粹意 識の品 揚は •即時 
伊太利 阈 民の！： 家 怠 誠を 强 化し •其の 對外 政策に 於て、 以前に 比較し 得ぬ 眞劍味 
を 持つ て來 たので ある。 

少數の 民族で ある、 かの ユダャ K 族は、 他の 民族の 問に 介在して •地上の 凡 ゆ 
る K 族の 間に 於て、 最も 强い阈 家觀 念と、 阈家意 句£を有して居る。ユダャ足族 
は、此等の怠識をその ^ 敎にまで利用して居る。ユダャ 151 族の最商の理想次、楚 
に選ばれたる國民となると云ふ总識ではなかつたか。ユダャ民族は神の姐想まで 
も 阏粹怠 誠への 奉仕に 利用した ので ある。 ユダャ の 神は ユダャ 民族に 妥荔 して、 
地球上の 一切の： ^ 族を 併合して 支配す る 如き 義務を 有して 於る。 そして 幾 址紀を 
通して 地球 *^の凡ての |^ 族*凡ての ^ 家にー姐地を议き ^| ^ 阶統ーを企21す*へ 
く， 11 ら許して居るのである。 
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現在に 於け るユ ダャ K 族は •他の 如何なる 阈 民 を も制朔 して その 支配 權を獲 得 
し •財政 上 及び、 新聞 機 _に依つて、ドィッ民族に既んで制锻して居る" 

ドィッ民族、最に於ても、質的にも歐洲の他阈民に劣らぬ我*かドィッ民族は、 
過去 こ 於て.、 现在に 於て、 阈粹怠 識の欠除に依つてのみ阈比悲慘を經驗して居る 
のではないか。阈粹意讖の欠除が他阚汉との競筚に於て、如何なる結果を派生せ 
しめるか、運命はドィッ民族を他國民と對立.させる學に依つて、具體的にドィッ 
民族に 知らせて 來た し、 知らせて 来て 居る のでは ないか。 

フランス 民族は、 一途に _粹 的に 統一し、 世界的 文櫬を 把 捩 せんと 努力して 居 
る。 

ィギリス民族は世界 « 易の獨占を企圖して居る。 

ヌラヅ民族は活動的にして緊張ぁる生活にいそしんで店る。 

ユダャ 民族は 勞锄漭 陪級を 併合し、 支配 せんとして 居る。 
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か、 る腠史 に 於て 運命は、 ドイツ 民族の 魂を 他 K 族の 精神の 影 弊の 下に、 卽 
ち •ラテン 族の 帝王 主義の 影 禊の 下に、 ユダヤ 族の 東 作 的 精神の 支配の 下に S い 
た。 在來の 歷史の 示す 所は、 一切の 民族の 鬪爭場 裡に 於け る ドイツ 民族の 失敗を 
記錄 して 居る。 ドイツ 民族は、 自己の 運命を 勝利に ^ くべき 手段を 缺いて 居た の 
でぁる。 即ち、 國粹意 識と國 拉意甸とを缺いで居たのでぁる。此のドイツ民族の 
經驗 したる 內的 意向の 缺點が 、ドイツ 民族の 勝利を 妨げ、 その 敗因と なつて 尻る 
のでは ない のか。 

. 三 

三 0年戰爭時代には*ドイツ民族は、各自個々バラパラの信條を抱いて諸候に 
仕ぺ、相互に餡を削つて抗爭した。此の恐る可き自己分裂に依つて、ドイツ民族 
の 政治的 文化的 發展は 幾 世紀を 通じて 阻害され 遲延 されて 來た ので ぁる。 

漸くの 事で、 ホ ー ヘン. ツオ ー レン 家の 指導の 下に ブロ シヤに ドイツ 民族の 意識 



の芽生えが现れた。此の芽生え*即ちー部的民族意識の熒生さへも、直にフロシ 

ヤ國の外交的成功を獲得し得た。ブロシヤの阙民は經濟的發展さへも强化し得 

こ 0 

統一せ る阈民 总識な く •ドイツ 阚 说の倜別的稃在がドイツ比族をして、十九世 
紀の初期一^フランスの欷率下に涩かしめた飞のである。 

自由 戰讲に 於て 始めて ドイツ人は、 5 の ドイツ 综—の 下に 結成して フラ 
ンスの M 力を 排哚し 得た。 然し 此の 結果 も、 同一 阔粹总 昀 ょ b なる ドイツ 諸_ の 
統一へ とは 發肢 しな かつた。 そして その 結果は ドイツ 接の 新なる f 治的总 力を 
來し たので ある。 

近代の 英雄 ビス 了ク は、 ドイツ E 族の 大部分を 阐 家总識 の 下に 統率し 份て 
フランスに 甸つた。その結果、初めて、ドイツに 0|1 かなる凱歌上り、ドイツ ^ 族 
の® 家 的 結成が 成功した。* トイ ツ K 族は 始めて 闕粹 s 、 蠢に 統合せられ 
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たかに兑えたのである。 

然しな •から •此れと 同時に •今度は ビス マ ークの 眼前に 於てユ ダ ャ 的§の 侵 

害が 生れて 来た。 

ユダャ 的 精神は ドイツ K 族を 相互に 反 H せる 僻 数に 分裂 さし、 芥階 級を •偶々 
の 利益の 爲に 左右せ しめた。 その 二階 級とは 即ち 市民階級と 無淼 階級と である。 

ユダャ 人の 影 禊の 下に 市 K 階級は、 一意、 經濟の 中に、 利益の 中に、 金 錢の屮 
に、 彼等の 信 條 たる 神を 發 見した。 それと 同時に、 其の ドイツ 1 :拉の仲問、勞働 
济 • 它 吏 傭人の 經濟的 利益と •その 內的 要求を 踏み にぢク た。 

他方、 此れと 同 樣に 、ドイツ 無淹階 級は、 ユダャ 人の 影# の 下に •金 錢の 中に 
神を 認め •市民階級を lit 惡する やぅに なつた。 彼等は、 ドイツ 民族ょりも* 却つ 
て 他人 種に 親しみ、 ユダャ 人の 赤き 舌の 前で！： 際 的 結合に 浮 身を やつし 初めて ゐ 
たので ある。 
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一九 一四 年に 於け る、 ユダヤ、 0 シア、 フランス、 英 S の、 平和 條約 を楣 とし 
てドイツに加へた 0 攻繫は、市比階級、無產階級を公めるドイツ人の大部分に、 
等しく 共同の 危險を 意 誠せ しめた。 そして 數年 問、 あらゆる 方面ょりの 攻艰 に對 
して、 阈家 意識 阈粋 意識の 共 同感の 下に 反 離せし め •敵！： に 如つ て强 力なる 打擊 
を 與 へた。 ドイツ 軍は* ルー デン ドーフ 將軍の 天才 的指逍 の 下に 口 シアの 大 5 IC を 
揆 破し、 フランスの 領土に 佼 入し、 世界 各阈 聯合 軍に 對 して 不励の 地位を 保持し 
得た。 北米 大陸からの 兵隊 及び 师藥 の大诂 さへ も、 阈粹 的に 結束した ドイツ 阈 民 
の 軍隊の 上に、 勝利を 得る 事は 出來な かつた ので ある。 • 

然し、戰闕の進むにつれて、ドイツ民族の一致は、具の阈粹意識に依る共 [>11 威 
に 依つ て 生れた る ものでは なく、 そして 勝利への 意志から 出た ので もな く、 實 
は、軍なる共同的危險の恐想ょ6生れたものであることが證明 3 るろに至つた。 
卽 ち、 蕺密な る 意味の 國啐 的觀 念にまで ドイツ 民族は 钱醒 して 坫 なかつ たので あ 
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る。 敵阔の 統率漭 违は •機敏に、 ドイツ 阈比の 此の 弱點を _破し出した。そし 
て、 賢明に も、 彼等 敵の 指導者は、 ドイツを 幣破 する 爲め には、 ドイツ人を 以て 
すぺしといふ方策を立てた。かくて、諸阈の統率漭とユダヤ民族の統率者の間に 
同盟 ♦か 結ばれた ので ぁる。 其の 同盟の 明かなる 表象が、 贲に 、パレスチナの ユダ 
ヤ阈姥設に關するパルフオア港入港手續の問題でぁる。 

か、 る 密約の 下に、 ユダヤ 人は、 ドイツ 民族に 對 する戰 ひを 實行 する 事を 引受 
けた。 彼等 ユダヤ 人は •從來 の諸經 驗に依 つて •如 H に 市 比 階級を 収扱 ひ、 如何 
なる態度で無產階級に臨むべきかを心得て«た。而も.彼等はドイツ阈民の內部 
に於て、市民、勞锄考、兵隊に、强ぃ影馎を與へ得る地位、即ち、新聞社、政 
黛、 野戰病 院等の 主要 地位を 占めて ゐた ので ぁる。 

彼等は 勞働 闽體に ， ||'1 つて、 ドイツ 民族、 特に 勞働片 陪 級は、 ドイツの 敗北に 就 
いて 何等 恐れる 必要は なく、 戰爭は 正しく、 カイ ザ ーと 他の 帝 S 主袭漭 問の 抗淨 




であるの みで あると 保 励した。 かくて、 マルクス 主義の 兵士は ^ 爭心が •麻 炸せし 
めら れ 、ユダャ人の 圯倍隊は*戰線の竹後でドイツ人の抵抗に對する戰ひ5へも 
轨織した *0 . 

彼等は ドイツ 勞働 者を 誘惑して 火藥 X 5I の ストライキを 抒行しドイツ 5 |-- 隊に秩 
序を 破 坺せしめた。ドイツ民族の統一及び共同の危險炉ら發生した、かの市民階 
級 及び 勞働 階級の 阈粹 意識に 對する ユダャ 人の 活励は •かくて 完全に 成功した の 
である。 攻擊 者に 對 する 反抗は 破れ、 革命は ドイツの 戰線を 軟弱 化して しまつ 
た。 阈 说的反抗を呼び起し、組蛛す6代りに、却つて、ドイツ拉族は內部的に分 
m してし まつた。 マルクス主義の 信 窜荠 はユダ ャ 人の 傅 令と 妥協して、. 大臣の 椅 
子を 占領し •ドイツ 民族に 對する ユダャ K 族の 活動を 具 骼 的に 拨肋 したので あ 
る。 ブ 〇 シャの •ハイ エル ンには ユダャ 人の 總理大 S が 座り、 ユダャ 人 K の爲に 、 
新しい 逛法 さへ 作成して しまつた。 ユダャ人は •今や、 完全に ドイツ 民族の 內外 



—— 40 



政治の 趼權を 擊捤 してし まつた ので ある。 ドイツ K 族は、 ユダヤ 民族の 支配の 下 
に 陷 t> てし まつた。 スト レ ー ゼマン 、ゼべ リン ゥイル ト 等の 如き 人物は •正しく 
ユダヤ 族 支配 下に 活動して 居る ではない か。 

ドイツ 國 K. M 結の 威 怙と总 1H1 に 根槭を 持つべき •阈粹 益 識の 此の 缺乏 は、 ドイ 
ツに 於け る ユダヤ人 的 苹命を 可能に なした ので ある。 

苦し、 フランス 人と、 ユダヤ人と •か、 ドイツに 於け る 此の 阏 民的阈粹总識が、 
かくまで 分散 させられて 居る とい ふ斟實 を 知 b 得な かつた のであるなら ば、 彼等 
は 決して、 此の 凌 ^ 行 爲を 敢て爲 し 得な かつた であらぅ。 

苦し、 V, リンに 於て 群集が、 ユダヤ 人の 命令に 從 つて 列 ^ と 調印せ ょと 叫ん 
でゐ ると 云 ふ 棗 實を フランス 人 •か 知らな かつた であるなら ば、 恐らくべ， ナイ ユ 
條約の 成立は 見得な かつた であらぅ* 

若し •ユダヤ人 •か ドイツ 民族に對して施した、十年間の敎竹の効果、即ち阈際 



主遴、平 ||| 主袭、共和主龚に依つて1:粹主莪を抹殺することを考臌しなかつたの 
でぁるなら ば •かの 奴隸的 戰依 支拂 、ヤング 案の 成立は ぁ 6 得な かつた の だ。 

ドイツ阈民の敵が、ドイツ阈民の阔粹总11の停止に依つてその脬利を獲ち扔た 
様に、彼等はその勝利後に於ても、その經驗の甘味を忘れる祺は出來ない。彼等 
は 彼等の 今後の 勝利を も 確保して 行く 爲に 、ドイツ K 族 内に 於け る阀粹 意識の 培 
養を驵止し辕けて行かんとして居る。 

ュダヤ 人は、 ュダヤ 人 •か ドイツ 內に 於て、 內外 政治經 濟の統 率 權を其 の 手中に 
收 めんと するならば、 彼等は ドイツ 魂を ^ 形して* その 特：竹 と 威力と を 忘れて し 
まふ やぅに 努力し なければ ならぬ 银を 知つ て 居る。 か、 るが 故に、 ユダヤ人は 過 
去 十 年 問 ドイツ 阈内に 於て、 ドイツ 阈粹意 識の XVI 揚分 /ぁらゆる機侉を通じて阻 
赉 して 來 たの だ。 彼等 ュダヤ 人は •彼等に 依つ て 支配せられ て焐 る、 社 曾 民主 
黛、 及び 中央 薄の 內 部的聯 結に 依つ て 政治的 權カを 確立し 得た。 利益の 共同は、 
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利益 ある 地位の 分配に 依 b 兩黨の 全部の 將校 下士に 分與せ られ た。 

共同の佾惡は、ユダャ人間に於て、中央黨の最近の通信者間に於^ドィッ國 
粹意識 に 向つ て 起された。 

その具體的行砌としてユダャ人は先づ市民階級に突_した。 

ユダャ人は械に、市民階級の魂の弱點、卽ち、經濟といふ文字に對する弱點、 
及び、金の誘感に對する弱點を知つて螆た。それ故に特に經濟的社钤に於て、外 
阈 资木殊にフランスの資本との綷濟的協砘に依るドィッ經濟の很活といふ秘氣槛 
•か 手品の 中に 礎ら れた 。そして ドィッ 經濟 の廣 い範阑 が ， ^ 的に、 ユダャ の 愛 
人 スト レ ー ゼマン の 意の ま/, に 励いた ので ある。 

中央 浇及び社待民主黨並に市民的幾多の贫派も、戰似支配の奴隸的條約に、自 
ら 進んで C ら 委ねた とい ふのは 何ん と 言 ふ 皮肉で あらぅ か。 又 •阈民 の阈粋 的 ^ 
識から 選ばれた 答の 大統領が、 ドィッ 阈民の 奴隸條 約に 調印した とは 何ん とい ふ 




愚劣 さ だら う •ドイッ 阏民は 一致して ユダヤ 民族の 勝利を 肋 長して 居る やうな も 
のでは ないか* 

此れの みで なく、 ユダャ K 族は •彼等の 政治的 勢力を 伸張し、 ドイッ 阈粹意 識 
の發拗を消し北めんが爲に、マルクス主義者及び中央鞘の人をして、靑年問に猛 
速 動を 起きし めて 居る。 

文咨に、新聞に、學校敎宵に於て、平和主葙、共和主袭を理想として謳歌し、 
ドイッの 英雄主義と 阈粹主 龚を引 き 下して 居る。 

ハイ •テグべ， ヒ大哚 のユダ ヤ 人の 講師 グンべ 斤は、 ドイッの 療生が 世界 大戰に 
際して、戰死せる不名#の戰坳に就いておしやべねして居る。傳辑師シユトラー 
トマ ンは 、祖阈 防 禊 者に 校 拶する ことを ft * : 小：： する やうに 說敎 して 居る。 パイ エル. 
の 文部大臣、 ゴ—ル デンべ ルケ ルは、 &と ，ドイッ 肉 民の 仲 問 i してユ ダヤ A を 
取扱 ふこと を 言明した。 ブ T » シヤの 大臣 ベッケルは •學生 湖 體炉 、阏 體の法 




則に 從つて 組！ |せられて居るといふ烺因を以て大學生_體の解散を强ひた。阈粹 
成 愤を传 fl し •成は ュダヤ 人と いふ！！ 言した ドイツの 大舉 敎授 、著作家、 
痤術 家は、 彼等の 地位ょり 引き づ b 下された。 ドイツ 民族と ユダヤ 人種との 民族 
的相違をロにすることすら許されなかつた。 

人種 研究家、 ギユン ターの 地位に 對 して、 ユダヤ人は 新 問に 於て* 政府に 於 
て、 大學に 於て、 一齊 に攻漀 し； i 。 チユー リンゲンの 學 校に 於て は、 祖阈の 裏切 
に 反對の 祈りは なして はなら なかつ た。 中央 大 HJ ウイル ト •か、 學校 叫题 に 干涉し 
た時、法廷は、彼がユダヤ人に仕へて居る事赏を以て、彼に冇利に判決を下した。 

ヤング 案に 於け る、 ドイツの 奴隸的 地位への 轉落 、平和主義、 阈際 主 ^ の 謳歌 
と、之に依るドイツ民族の魂の消失。今やドイツ阈比は、その本來の阏粹意誠を 
喪失して阈を舉げてユダヤ人及び諸外阈の併乔に奉仕せんとして25る。在來ー切 
の M 史に 於て、 ドイツは ド イツ总 譎の缺 除に 依り、 ドイツの 發 M と 將來を 阻止し 
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て來たのだ。 

失れ 行く ドイッの 阏粹怠 識 、此れ こそ ドイッの 將來を して ユダャ の 支配に 委ぬ 
る锒上の原因でぁる。ドイッ坟族は搽ってドイッ阈粹意識の下に沏結すべきでぁ 
る。 ドイッ 阈粹 意識の 撓 まざる 昂揚 こそ、 ドイッを その 奴隸的 地位ょ b 解放し、 
ドイッの 獨 立と ドイッの 釘 山を 招來 する 唯一の 阈 K 的 力で ぁるの だ。 阈粹 ;& 誠は 
將來のドイッ 51 生のカでぁる。此のカの下に、ドイッ民族ょ！ー致して外敵にぁ 
たれ ー 

かやぅ に ヒット ラー は* 獨逸 在來の 腠史を 說 明し、 獨 逸の现 狀を解 释 する 取に 
依って、 彼の 獨 逸國粹 意識の 旗の 下への 統一を 叫んで ゐ るので ある 




四ヒツ トラー の 國粹 主義と 

ドイツ 民族の 國 粹意議 の 發播 

- 

上述の 如く •ヒット ラ ー は ドイッ 從 來の腠 史上に 於け る、 ドイッの 失敗を、 全 
く 其の 阈粹怠 識の缺 除に 依つ て說 明して 居る。 

ドイッ 民族の 獨 立と 自由 獲得の 爲に は、 ドイッ 民族の 意 尚を W 粋 意識の 下に 結 
会す る ことが 絕 對的條 件で あると 說明す るので ある。 一切の 腠史に 於て、 その 國 
の S 粹总誡 の 統一的 結合な き 所に 成功せ る阈 家な く、 强カ にして 獨立 不妞 なる 民 
族の 存在な しと說 くの が、 ヒット ラ ーの见想であり、從つて阈民は织らく阈粹該 
識に费醒することに依り1致 &1 結して外敵にあたれと主張するの *»* 、ヒツトラー 



の极本 精神で ある。 

此の根木的精神の缺除が、ドィッの腠史を奴隸の腠史に寄きかへたと叫んで， 

ドィッ阈垃の阔粹总識への覺醒を絕叫し、アビー,するのである。 

彼の 此の 主 •张 は、 然し •幸福に も、 ドィッ 阈民の に 依つ て •始めて 具赌的 
に支持せらる、の » に庇面した。即ち、一.九三〇年の九パ十四2:の阈以總選舉の 
n •かそれ である。 

此の總選艰は、前にも述べた如く、ヒットラーの主叇见想をして、一蹯世界注 
n の 焦點 にまで 高め、 全 ドィッの 政局を して、 ヒット ラ ー の 主張を 默 殺し 能は ぬ 
狀態 にまで 導いた ものである。 

此の阈粹盘識の沾杩に依るドィッ國民の躍進と、此れに依るドィッ政况の變化 
の過程は、確にドィッ阈民の一大轉向であ6、ドィッ阈家の|大轉機である。前 
述の 如く、 阈內 的には その 內政的 局面に 重大な 意味を 投げ 與へ 、外交的には 世界 



各 列强の 對 ドィツ 政策に 決定的 變 见を餘儀なく？せたのでぁる。 

對 外的關 係に 於て 見れば、 現在の、. 阈粹总 誠 的迷胧 に 励く ドィツは •確に 友 ^ 
としても 敵 國 としても * ft 本 主義 世界 簽國 に對 する ー秫 の ft 威で ぁ b 、 從 つて、 
世界 外交 史上に 於け る 對獨關 係の： S 51 を 招來 する。 

現在旣に明白な祺實となつてるものには、伢太利の対獨好感の現象がぁり、英 

阈の對獨政策の鳑化がぁる。 

伊太利は從來ょゥフランスの鉍カ的料權に對して決定的反威を布して店り、此 

の點に於て、ドィツの阏粋社抒黛の對フ-フンス政策と|致するものでぁる0 

英阈 は、 世界 大戰を 通じて旣にドィツの艦隊を祕茁せる今：：：に於ては’英阈の 
讹 界 «易場稗に於ける不安は一祕されて焐るし、此の事ょ6寧ろ英阈は歐洲及び 
亞細亞に於ける.ホルセゲィキの勢カ擴大に仿險を威じて圮る。そして乂*歐大隍 
に 於け る フランス 眾 S ： 主 袭の賊 闘 的总 闼 に對 して 脅威を 成 じて：^ る。 此の总 味に 
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, 於て、 英_は新興ドイツと英阔の利寄_係を有するものでぁゥ、ドイツを支持し 
て P シヤの 抱下に -?| する栃となし、フランスに對する ^ となすことは英 |^ の现在 
の 位 ft の 安全を 保證 する ものでぁる。 

フランスは、現在まで、英阔及び伢太利に對して何等の抝臌も拂はすにゲエル 
サイ ユ條約 を 以て ドイツ ^ 强 制する ことが 出 來 た ので ぁる。 それが 上記の 如き 英 
伊の對獨關係の變化に依り、设早フランスは英伊と共同的動作を 11 筇する讥が出 
來 す*ドイツの對佛敵意の || 5拗を意識し、阈粹总誠に燃え行く新興ドイツに對し 
て恐怖を威じ初めたのでぁ^^ 

ニ 

列 阈の對 ドイツ 外交 政策 •か、 ドイツ 闽內に 於け る阈粹 社柯 主義 的 連# の 興隆に 
依り、 极本 的に轻 3£ ?れたると2!棧 |: 、對内的には、ドイツの政治局而もー鰱さ 

れ 5 
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九：：； 十四 =： の摁 選舉に 依る ヒット ラ ーの 勢力の 馏大に 依つ て、 社會 li 主黨 、中 
央黨の指導者達は*明白に彼等のドィッ民族に對する支配權の崩拔を意識せざる 
を得なかつ仁。 

従って •非れ 以後の 彼等 政府？ 5局奔の意踫の，基本的に、彼等の现在の支配的 
位骰を如何やぅにして保持して行くかに禅念？れたのでぁる。此くの如き盘志の 
下に彼等の對ヒットラーの_粹意識への政策は、唯ー途にその勢カの驵止へと |»] 
けられた ので ある。 

社會民主黨、中央黛の領袖逆は.、ー方に於て、ドィッ现在の财政的經濟的危機 
を强調 する 事に 依つ て ドィッ 國 K , の ヒット ラ ーに對する注总を防北せんと努め、 
又、 他方に 於て、 大統領 ヒン デンプ パ ダを 利用し で强制 的に ヒット ラ ーの阈 粹述 
動の抑陬に努めた。彼等は、「狱後の場合に於てはドィッ阈の涊法の名に於て阈粹 
主義の 運 ■を 弹 1 !!」せんと趑蝴して«るとの阈粹社會黨の貨傅も、社矜民主黛中 



51 




央满對 ヒット ラ ー黨の 現在の 抗爭狀 態ょ b 批 flj すれば 恐らく 舉實 となつ て 現れる 
B も 近から ぅ。 

獨逸戰 依 支拂 案た るヤ ング 案が、 ド ーブ案 に 代つ て 提出され た 時には、 ドィッ 
の ft 擔 輕 減の 爲 めの 唯. 一の 案と して歡 迎した 社 會民主 黨及 びその 一派の 政府 常 W 
者が、 僅か 一年 も綷ざ る 今：：： に 於て、 その ヤング 案を 以て ドィッ 民族の 耐え 得ぬ 
贯荷であると寅傅し初めたる逛而には、阈粹社付黛の異常の發谣が介在して屈る 
のである。寧ろ率直に、ヤング案が贸奴上ドィッ垃族 1: 對する爾荷であるが爲に 

9 . 

その 做 廢を 要求す るので はなくて， 贲は 政府 當 ;..) 漭は阈 粹社钤 黛に 對 する MK 的 
总向 の歸著 を 恐れて、 政策 的に 主張して 居る と 解 釋する 方が 正® であらぅ。 

兎 も あれ、 獨逸阈 民は 如上の 意味に 於て 阈粹总 誠の 下に轉 向し つ、 あ り、 獨逸 
阈 家の對 内、 對外諮 閲係も それに 從 ふて 變 化しつ、 ある。 獨逸今 H の 政府に 於て 
社钤民主黨中央銥等ー連の爲政當《者が、彼等自身の主張と政策に依つて、獨逸 
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岡 •家の 崩 m と、 併せて 彼等 0分の爲政的位れょぅの轉落を防±し沿るか否か？ 
將乂 、獨逸 阈粹社 钤 主義の 主張の 下に、 獨 n の 政策と 魅力を 持 っ獨逸 社 分 勞働锇 
が 獨逸 K 族を 救 ひ、、 新興獨 逸阔 家を 建設し 扔る か？ 一切は 總て 歷史に 代す！ r き 
である。 

然しながら、何れにせょ、內外政治的 |: *經濟的に文化的に、獨逸民族坫高の 
目的に 向つ て 新典獨 逸の a 設？ れて 行く n も、 さぅ 泣く は あるまい。 

獨逸 阈粹社 fr t M 首 アド， フ •ヒット ラ ー は、 か、 る 比族的阀家の纽設^^期し 
て、「吾々は生存の保瞪と吾が秫族と吾が阈过の繁榮の爲め、荇が子孫の扶#と$ 
•か血族の純潔の爲め、そして祖阈の. 1'| 由と獨立の爲に關爭せょ、かくてこそ五：：が 
阈民 は、 宇诳の 創 生 主ょ 6與へられたる吾々の使命を實现する事が出來るのであ 
る」と、名も奇しき虑色の家から絕叫して25る。 



五 ドイツ 國粹社 會黨. の I 般的 指導原理 



以上は •ドィッに 於け る ヒット ラーの 主張の 極めて 一般的な 索 描で あ 6、 由來 
であ り、 皮相 的 説明で ある。 從 つて 其れの みに ては、 现在 、ヒット ラ ーの_ 家 社 
竹主袭の -«- 體的主張が如何なるものであり*その現筲に於ける闕举の指導的拟理 
が如何なるものであるかに就いては、從つて又、ヒットラーの恐想と主袭の全銳 
に 就いては 觋ひ 得ないで あらぅ。 

從 つて* 此の 章に 於て は、 簡 取ながら一應ヒットラーの枳本的垛理と現段階に 
於ける主張の一舣の說明を試みて見ることにする。 



阈家社 會主葙 の 某 本 的哲學 的 原理の 解釋に 就いては、 此處に 於て、 詳論す るょ 
>も、取ろ、他の機钤に、阈家社仿キ：義ー般の問題として、充分詳論さる可きで 
あらぅ。 特に それが 坝實的 1/!] 題と して 提唱され て炻る 現在に 於て は、 その 妥當と 
齊遍 忭 に 就いては 充分硏 究 さる 可き である。， での迅想の根本的晚理は-之を敢て 
一言に して 遊す とすれば、 終 局的にはあらゆる生活府狎の根本を爲す生淹手段の 
國冇 卽 ^ 阔家的統制の下に汧くことを总味するものである。而して、共床キ；龚、 
社 付 主 a の 等しく 阈際 主義を 强調 する に對 して、 此れは 芥 K 族の 芥 N 家の 有する 
特殊 忭を强調するものであり、その特殊忭を持つ谷_家内に於ける、祉何卞：涟的 
制 ^ の 確立を 企 21 する ものである。 

'現 ft : 、 ドィツに 於け る阈家 社 贫キ ：義 も、 客 觀的に 見れば、 ドィツ！： 家の 有する 
阈家的社何的特殊性に某礎を有して居る。從つて、ドィツ阈家社付主袭の指沿似 
理も*现 /|: のドィツの§的狀勢に极ざして « るのである。 
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大戰 後ょ 6现在に到るドィツは、戰禍に依る疲弊の上に、戰依賠借の地位に戗 
かれ、 その 支拂額 は K に 天文 學的數 字の 多额に 上り、 ドース 案の 成立ょり 、ヤン 
グ案の成立へと、一步ー步改訂せられな *>* らも*實質的にドィブの0る負偾支拂 
ひに 依る 打槃 tr ドィツ 阈 家の經 濟を 完全に 崩 坺さ せて しまって 居る。 

而も、 一九二 九 年 アメリカに 端を 数した る 世界 經濟の 未曾有の 不况は •さなく 
て も 2難にあえぐドィツ財政經濟に致命傷を與へた。失業对は四： 1 , 1 茁を越え、銀 | 
行は阳筘 ?- れ.企槳は倒坺し /2 。ドィツ阀家は、今や經濟的に完く死滅の前夜に —cr 
立たされ たので ある。 一 
ドィツ 阈家の 料 濟闲飢 は延 ひて •社 科 的 •政治的 無秩^を？ 11! 來し た。 そして 此 
のドィツ阔家の示す無秩序に依る蟒牲は*主として、獨り、艰純 1: して素朴なる 
勞働漭 階級に 依っ て拂 はれた ので ある。 ブ， ジヨ アジー は* 打螨を 受けな* から 
も •外 阈 ft 本家と 策謀 提携す る ことに 依って 彼等の 搾取 的 地位を 保持し 得た。 か 



くて 少數資 木 家の繁 榮に 反して •一般 無產 大衆の 生活は 益々！： 難に なつた ので ぁ 
る 0 

他方、政治生活に於ては、ドイツ阈權黨を初め他の右芻的諸政銥悉く郸心政權 
慾に のみ 汲々 とし、 大衆の =常的要求を無祝して煺々政府と結んて阈家的 71 年の 
計を 忘却す るの 行 棚に のみ 努めた。 

秩 W を 維持すべき 取 隊と， 宵は政货化して獨り社竹 ^ 主黛系の人物の棠巾 |: 妫 
き、 彼等の 利 ^ の爲 にの み 左右され る现狀 を M する に 到つ たので ぁる。 

此の 阈内 的狀 勢に 際して、 ドイツ 阈家 主義 黛は、 

「ドイツ 今 =の社柯的闲亂は、ドイツ垃族の阈粹总識の缺除に逡闪し、ドイツ今 
ロの闲亂は »» 又、ドイツ旣成諸政黨の黛人的私利益に近闲し、ー切のドイツの持 
つ 外交的 恥辱と、 ドイツの 有する 一切の 經濟的 不况 とは、 之れ總 て ドイツ 阈家を 
念とせす、私利寄にのみ汲々たる諸政黨の贲仟でぁり.而も、彼等は今1::旣に、 



现花の ドイツを 救出す る 何等の 力 も冇 たない ものである o 」 と、 解釋 し、 ドイツの 
現状 こ W して、 ドイツ 現在の 坺を救 ひ 得る ものは、 獨 り、ドイツ民族の阈粹的 
統一の 下に t ち、 利益の 前に 公益を 絕叫 する 阔家的 政 黛、 阈家社 钤主義 黨 ょり 以 
外にはないと、ロ负して起つたものである。即ち、ドイツ阈家社會黛は、ドイツ 
同家の 秩序を 守 譏す る爲 、最も 忠馎な る 傭兵と して 立つ もので あ 6 、ドイツの 浞 
亂を胳 理し 、無 规作を 規作化 せんと 志す ものであると 主張す るので ある。 

彼等は •一家 姪に 秩序が 必要なる 如く •阔 家の 生活に 於ても 嚴然 たる 秩序が 必 
要な b とし、 全！； 民が 密接なる ms 愛の 旗の 下に 結合して、 谷 c ： 具に、 阈家 の秩 
序と 組織の l fl なる を 0ら赀るの時、始めて阈粹社侍黨の理想とする现想關家の 
顯現を 撺期 する ことが 出來 ると 主張す るので ある。 

此の兑 地に 弗いて、 阈粹社 會黛 は、 (イ) 、公益の 前に 私慾の 存在を 許さす、 (口)、 
不義の 利得を 許さす、 とい ふが 如き 簡潔なる 檫語を 以て 彼等の 指 填 原理を 說 明し 
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て 居る ので ある 0 

公益の前に私慾を許さすといふのは、各0先づ公務につくの心掛けを持ち、國 
民全大衆の福祉を目桴として迤むの锃悟を耵し、此の目的遂行の爲には、何时で 
も 彼等の 生命を 抛げ 出す の费 怙 を 以て關 爭する ことを 念と して 居る ので ある。 そ 
して 此れ こそ、 费の社 许主, 要 網に して、 又 同時に 一般大衆の 生活の 害で 
なければ ならぬ と 主張す るので ある。 

又、 不義の 利得 制 茂を 打破す るとは、 指導 ^ ヒット ラ ー が -?: の 著 「吾が 鬪爭」 
中に 於て 主張す る 如く、 「阈依支拂と阈際資本の横紱」に對する闕举を葸味し、「此 
の 間 爭の勝 5!こそ、始めてドィツを解放する唯ーの手段である」と斷言して店る 
ので ある。 

以上の 如き 阈粹社 會黨の 主張 も •然しながら、 又、 その ドィッの 脎史解 释に於 
. r p を！ ^めて痛言した如く、實にかのユダャ人問題を解決して初めて解久され得 



ると する。 ユダャ人は 阈除資 水を 励 かし •ドィッに 於け る 金融 財政を 左右す る® 
ユダャ人 •及び 彼等の 一派は、 軍なる 彼等 0 身の 利 ^ 剁係 にの み 禅 心して 阈家公 
衆の 利害 關 係を 度外視して 居る。 か、 る 故を 以て 阔粹社 矜热 は ® も栂 端に 反ュダ 
ャ主龚 を 表明す るので ぁる。 事 K 、 現實 的に 一般 阈 K 大衆は、 彼等 ュダャ 系 一部 
少數 資本閲の飽くなき利益の搾取の爲めに、全く奴隸的存在を强耍されて居る。 
彼等 大小の 少數資 本家 企業家の 眼には 只 利益 觀念 のみ 在って、 舫すれば莳に阈以 
の利杏を超越して依を發し、之に英大の利子を支拂ふを总に介せす、その利子の 
支拂を 全く 彼等の 奴隸 、卽ち 一般 阔民 大衆に 轉化 して、 益々 彼等の 利 慾を 完了す 
る。彼等の利益は坩大するに反して、勞働济尥民の利益は搾取される。中產階級 
以下の 被 M 迫 大衆は 過 東の ft 檐に苦 惱し飢 锇狀 態に 突 落される。 加 ふるに 戰依賠 
仿は阀民ニ市：に糾る。 

一部 少数 財 間は 阈民 全般の 苦惱に 反して 益 锘み •ニ荠 の 間は 益々 深くなる。 砵 
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にドィッ_比大衆は奴隸的地位に傅られて居る。故に阈粹社宵黛は、ドィッの兩 
黛 と 安寧と 文化の 爲 めに 一般 勞務衷 の勞カ を 饮 狃すると共に、かの鉍漫なる一少 
數ユダ ャ系財 間の 利益 主義を 排鵰 する！ 此の ニ 大方 針 こそ 一 粹 社 ^ 黛の 有する 
根本的 指 遵 垛 坪 •であると 主張す る ので ある。 

阀粹社钤黛は，又、左氣共淹主涟の ||1 心想、「资本主袭の打倒」に對して、共淹主 
篇は 货は資本主袭の打倒ではなくして、破坺であり、：|:等の建設なしと、ロシァ 
の 現 狀を指 摘す る 氓に 依つ て：^ 駁する 。此の 总味に 於て、 反共產 主 ^ を 主張す る 
も 0 であ*0。 
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六 ドイツ 國粹社 會黨の 政策 綱領 



以上は •ドィッ N 粹社 fr 黛の 主張す る 弗 本 的 指遵 M 理 でぁるが • Ir.J M は •此の 
某 礎 的 主張の 上に 立ちて、 m 阏の A 山と 獨 立の 爲に •现段 階の 社 ft 的 狀勢に 則し 
て、をの關邻の政策と網領を具骼的に決定して屛る。 

同 黛の 政锏は 某 本 的には、 一九二 〇 年 ニ：：： 二十 五 =、.ミユンへンに於けろ_粹 
社會簌第ニ间全闞大會に於て決定されたものでぁる。 

同 政 網は 左の 如き 全 網 ニ十ヶ 五條ょ b 成立して 25 る。 

政策 網 領 
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全獨 逸無產 陪殺を 以て 構成 さる ゝ我が 阈粹社 钎勞 银黨の 運動 方針は、 旣足の 
漸進主義を 採 れ、第一段階の完成後、 31 に第|.|段階の方針を決定し违成せん事 
を 期す る ものである。 

再等の政笟網領は次の釦し、 

1、 荇筇は 全 ドイツ 阈セの n 主 權を 基本と したる ドイツ K 族の 一大 結合を 企阖 
する。 

2 、 乔 等は ドイツ 阈民も 乂他阏 民と 同等 U 、 そ% 權 利を洧 する ものなる ことを 
主張す る。 從つ て、 ペル サイ ユ條約 及び サン ルマン 條 約の 廢棄を 主張す る。 

气 8 は、 ドイツ の⑩ と、 過 刹 人口の 移 姑の 爲に •領土 及び 植 K 地の 
保有を 要求す る。 

—、公民權の所有は國民たり得るものに限るの而して阈 ^ た-^得るものょ-ド 
イツ民族たるを要する。故にユダヤ垃族は公 ^, 喔を苻せす。 




5、 公民權を有せざるもの.は、取に客民としてドィツ阈內に居住し指るに遇ぎ 
t 。 

6、 阈家の行政*立法_の決讅權には公民のみ之に干與し枒。故に菩等は、_ 
•家は：： 0 ふに及ばす、ドィツ全聯邦の自治機關に於ける凡ての官公皮钱はドィ 

ツ阈 K を 以て 充當 すべき ことを 要求す る。 

7、 荇等の要求は、ドィツ民族の生存を保證するに在る。從つてドィツ阈民の 
生存网難なる場合に於ては*市玫權なき他阈民を阈外に沮放すべきものとす 
る 0 

8、 '1' ィツ阈民に非ざるものは、今後ドィツ阔內への移住を禁するものとす 
る。 而 して、 一九 一四 年 八 月ニ：：：以後に移住し來れるドィツ阔拉以外の阈 ^ 
に對 しては、 阈外疸 放を 強要す る。 • 

9、 ドィツ 國 K はすべ て 同等なる 權利 及び 袭務を 有する ものと する。 
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10 、 ド ィッ阈 K はすべ て 心身を 鍛練す るの 義務を 有する。 仍し 、個人の 行 励は 
常に搠骶的生活に基準し、公衆の顧觥の坩進達成を « 的とする。 

11 、 勞 働、 勞カな き收入 利得の 廢棄を 要求す る。 

12 、 戰時 中に 於け る全阈 民への 賦課は、 生命 財産の 奠大な る 犠牲を 要するに も 
拘らす 、他方 •戰時 に 於け る巨洱 の 利得を 畜秸 する もの あるは、 明かに 阈 I 3 C 
ょ 6 剝奪 せる ものである。 此の 意味に 於て、 荇等 は戰時 に 於け る 利得 收益を 
嚴赏に檢閱するものである。 

13 、 吾等は 在來の トラスト 企業の 阈有 化を 主張す る。 

14 、 大企業に 於け る 利得の 適當な る 分配を 主張す る。 

15 、 養老 救貧 法の擗 張と 充實を 企圓 する。 

16 、 健全なる 中等 階級の 發 生と 之の 維持 •大宵 煢業の 共有と、 之れ の 小 企業者 
への 安 憤 貸 輿、 及び、 總 ての 企業の 有 資本 下への 統制。 



17 、 阈民の全要求を甚本として、大衆の « 的にー致したる土地法を制定する. 
同時に 地惯 利子* 土地の 投機的 資質の 禁止を 货施 する。 

18 、 吾等は 公安を 害する、 あらゆる 行動を 否^' る。 大衆の 安寧と 顧 祉を 毀損 
したる 罪人、 奸商 、高利 貸 等に 對す る鹛 刑は 死を 以て 充當 する。 

19 、 吾等は 世界的 唯物主義" マルキシズムに 對 して 斷然 たる 鬪爭を 實行 する • 

20 、 有能に しで 格 勤なる ドィツ人の 敎養 の ^ 上を 企® すると 共に、 其の後 繼者 
の 指導を 完ぅ する 爲に 、國 K の 統一的 敎 W 機關の 設立を 主張す る。 而 して、 
學校敎 脊の要旨は、贲除生活の耍求と合致せしむると同時に、國家觀念の基 
本的培養を逯成することを要求する。 

21 、 阈 K の 健康 增進 に對 しては 次の 如き 方策を 採用す る。 

母體及び兒觉の保護、未丁年者の勞働禁止、武技骶斿に依る身心の鍛練.靑 
年の 訓練に 從事 する 諸 協會 の獎脚 。 




22 、 職 菜 的 軍隊を 廢 止し •國民 軍の 編成を 期す る。 

23 、 政治的 虛 言及び 印刷物に 依る 之 等の 宣傳 には 嚴 重に 抗爭 する。 而し て此等 
を 實打 せんが 爲に 次の 如きを 主張す る。 

一、 ドイツ語 新聞の 記者は 全部 ドイツ人な るを 要する。 

ニ、 非 ドイツ人 系 新聞は 發刊に 際して 阈 家の 許可を 必要と する。 冏 紙面に 於 
てはドイツ語を用ふ可らす。 

三、ドイツ語新聞に非ざる新聞紙系の者は、ドイツ新聞に對する財政的侵犯 

干與を爲す可らす。 

公益を 害し、 又は N 家の 安寧秩序を 毀拟す る •か 如き 蘸術 及び 文 學等も 之を 
嚴禁す る。 

24 、 宗敎に關してはー般に自曲とする。但し、ゲグマン垃族の風俗及び精神と 
相容れ す、 又は 危險思 想を 包 念す る ものに 對 しては 此の 限 りに 非す • 




吾等の宗敎に對する主張は基替敎とする。吾等はユダャ戢の喷物此想に對し 
ては： ^カ之を排擊する。面して阔家的现想は飽くまで速成せざる可らす。 
公益の 前に 私慾の 存在を 許さす。 

25 、 以上の 昝頊 の贲 行機關 として、 吾等は 次の 如き 機關 の ^ 立を 耍求 する。 

一、 策 固なる 國 家の 中央 行政 機 關。 

ニ、 阈 家總骶 ょ b 組織され たる 中央 行政 钤讅。 

三、 地位、 職業的 芥代表 を 以てする 謎 院 制度の 確立。 

吾が黨は以上の政策綱領の實現の爲には、敢て生命を胳するも辭せざるものと 

此處に 寅 誓す。 

一九二 〇年ニ )1 ニ十五= 
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獨逸 阈粹社 锌勞働黨第ニ回全阈大位。 

以上の 如く ドィツ 阈粹社 贫勞俲 黛の 政策 綱領は •全 綱 二十 五ケ 脩ょり 成立して 
居る。 

如上の網領中に於て、^-まで其の巾心となるものは、ドィツ比族主龚に依つ 
て結合されたる、聚阀なる某礎の上に、其の理想的1:家を迚| |1<. すること、その阀 
家統制の下に、不當利得の打破と、公益の前に私慾なき制度の饩現を企2|するに 
在る ので ある。 

ドィツ阈粹社铐篼の主張は、过に搾収飽くなく资木制の撤廒と、その阔有化* 
及び •此等 の 經濟的 基礎の 上に 打 建てられた る 一般大衆の 平锿な る 利益の 配分 亨 
受 V 】 目的と する ものである ^此れこ，で、その黨首アド火フ*ヒツト|フ—に攸つて 
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數度宣 ー；1:せられ仁る如く'ドィッ阈粹社妗勞锄黛の闘爭方針であり、精神であ 
る。 從つて 亦、 此れ こ仑现 在 一 千鸹 ドィッ K 衆に 依つ て 支持 さる、 同 a の 生命で 
あるので ある。 

以下、 此の 政 網に 就き 此れを 中心として、 もぅ 少し說 明を 加へ て 見 度い と 思 
ふ。 

ニ 

ドィッ 阈粹社 曾 H は、 以上の 如き 政 網を 某 本と して、 r 獨逸 K 族を 某 調と する獨 
逸阈 家を して、 獨逸精 神に 依つ て洱 び创 生せ しむる 爲 に」 閊采 しつ、 あるので あ 
る •か、 同銥 は、 此の H 的を 遂行す るが 爲 に* 上記の 政 網を 中心とし •それょ b 派 
出せろ 具 51 的 政策を、 N 家 •財政、 經濟 、社 曾、 文化 等々 の 諸 部門に 分 制して 決 
定 して 居る ので ある" 

一、 先づ 第一の 阈家 政策に 於て は、 「獨 逸は 獨 逸人の 阙家 であ り" 故鄕 であ り」、 
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とは. 決して、 ユダヤ人、 露 國人即 ち 共產黛 及び 祖 阔を知らざる社何垃主辩の鄕土 
ではないとし、此の認識の下に、先づドイツに於ける公 «, の規定を誤6たるヮイ 
ヤ丨ル 患 法に. 反對 して 居る。 

そして か、 る 主張の 下に •外交、 民族 問題* ドイツ 阈 K の 公 比 權の 問妞を 規定 
する ので ある。 

外交政策に於ては、先づ、ドイツ民族の自由の爲にドイツ民族を打つてー九と 
したる 强國の 建設を 期す ろ。 而 して* 何も ドイツ 民族の 店る 所は 之を 獨阈に 統一 
することを要望するもの妒ある。唯、領土の所馗決足に於ては其の住垃の決讅に 
一任す る もので あ り、 干涉を 排 する。 而 して •之の 手段を 以て、 煅も母 阈の 名に 
相應 しきものと 主張す るので ある。 

大戰 後の 條約に 依り 他國に 奪取せられ たる 領土、 例へ ば 菜 部 北部 ドイツ、 及び 
ア火サ ス ロー レント、 洱オ ー スト リア 領土 等に 對 しては、 ドイツは 何等 之 等を 奪 
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取 さる 可き 理由な く、 從つ て此等 は總 -て 同地 住 K の 自決に 某き て その 貼 趨を 決定 
すべきで あると 主張す る ものである。 此等 の諸點 ょれ 推定す る も、 同黨の 諸 外 阈 
に對 する 外交的 方針が* 强硬な る獨 逸の 利益 擁護を 主張す る もので' ある ことは 白、 
明で あらぅ。 

ドイツ 民族問題に於ては、獨逸民族を以て主とし、非ドイツ芘族、特にユ-ダャ 
民族の宵公機_への參與を厳禁し、旣成在官教の返官を耍求するものである。此 
の 主張は •ドイツ 阈粹社 钤 黛 の 赴 も 明瞭なる 耍求祺 项であ ユダャ 人の 異端 赉 
的兴脔に對して、決足的の坩惡を抱く同黧として必然の耍求である。 

又、 ユダヤ 人 及び 不正なる 外國 人の 入阈を 一切 禁止す ると 共に、 從來 ドイツ ^ 
內に ;^ 住する外阚人にして、ドイツ阈家に钹泰を流す荠に對しては阈外追放を强 
制する。 

公过權、卽ちドイツ民族の權利の問題に於ては.獨逸の文化と風俗を踣_墟し、 
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保有す る獨 逸人に のみ 公民 權を 附與 し、 獨逸闽 内に 生れた る济 でも、 獨逸 K 族に 
非ざる者には永久に公比榧を附與しないものである。彼等に對しては唯职に私25 
としての地位を與へ、 ^ 内に2$佗權は有するも、ドィッ民族と間 ^ なる權限は附 
與しな いので ある。 然し* 此の 事は 徒に 外人を 排斥す るが 爲の 主張ではなくて、 
外人に して 獨逸に 害毒を 與へざ る 限 0、彼等の安佔は保謎するものである。喺彼 
等には、權利の主張に於て獨逸人に對して倚先權なき带は：パふまでもない。 

ニ、 访 ニの經 濟政策 に 於て tr 资本に依る不當なる利捋收益に對して可及的に 
減殺の 手段を 採り、 かくする ことに 依つ て 一般 無產 大衆の 贫妨を 保護す る ことを 
主眼と する ものである。 

現 花の ドィッの 經濟狀 勢は、 勞俲济 • 泔戥 者は 過大なる 問 接 的 銀行 利子の ft 沿 
に芮しみ、大企業家は、唯收益の增加のみを耶としてー舣大衆の公益を念とせ 
す，社會狀勢は從つて益々惡化する一方である。典に阈以を知るの企業家の瞧度 
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は 常に 15. 衆の欲求に應じ、自己の利益を最少にして喪惯の低下を企阔すべきであ 
办、 勞働漭 の 生活の 向上に 努力す V きで ある。 不幸に して ドィツに か、 る 企業家 
なく、 而も、 大商業 資本家は 等しく ユダヤ 系で あ 6 誘惑を 取と して 不必要に して 
高 惯なる 商：： |を赍る。彼等の利益第ー主袭は延ひて小玆業漭の破滅を爯き、中產 
以下の陪級は=に逐ふて崩坺しつ、ある。 

か、 る 現狀ょ b して、 _粹社件黨は、9耍品の安似供鉛と、社柯の下妍級の保 
It を 企 岡し、 私有 財 床 制、 大企業 等に 對 する 一般 方策を 決定す るので ある。 

私冇 財產に對しては原則として之を認むるのであるが、阈家の統制と保謎を受 
くる ものと し、 併せて 阈 汉の健全なる發逹の爲に：無限の常の蒂猜と集中を許さ 
す、無限の私有财は现在の不法利得主義の根元を货すものであり、又社何ー舣大 
衆の 見地ょ b する も 限界 ある 私有 財 淹を 以て 滿足 すべき ものであるとの 論 點ょ b 
私有財産の 一定の 限界を 決定す る。 



又 •勞 働の 義務と 私有財産の 認知の 見地に 立ちて •谷 倜 々人は ^ 業 權と勞 働 契 
約權 とを 有する ものと する。 而 して、 大企業 制に 對 しては 一般に 取 事 的 工廠 乂は 
造船所の 如き 特殊なる 工業は 別と し •大企業 的 集中 主義に 反して 小 企 龙小锊 龙主 
義を 以て 勝れる ものと する。 

社付公衆の扶苍及び文化の爲には、全阈比に依つて統制さる、齊一なる機關の 
設® を 企 一一し、 其の 他 尨 エ 商業の 健全なる 發迻の 双には、 答铃菜 の 合理的なる 合 
同 媒介を 割す る。 

惯格を釣上げ、又はダンビン.ク等に依って阈民經濟を楂亂する龙には死刑を穴 
する。 かの インフレ イシ ヨン 時に 於け る奸商 の 如く、 勤勉なる 阈 比の 財 床を 傩取 
して 私 股を f が 如き、 之れ 常 然白进 の强盜 にして、 死を 以て 刑す るも敢 て 充分 



であると する ので ある。 

而 して、 又、 國民 谷自 は、 阔家經 濟の 健全なる 發 M の爲 に、 年蚧に 敗る 勞働義 




務を課 すると 決定して 居る。 

最後に、經濟政策の中心を鉍す大企龙矜社に對する政策としてはー般に.阈相化 
を主張し、之に依って現狂の大资本主龚に對抗するものとして尥る。卽ち大资業 
の阈有 化に 依 5、 资 本 主義 制 下に 於て、 ト ，フスト •シンデ ゲート 等の 紐 織に 基く 
市場惯格の獨占を防止し、加へてその生淹上に於ける長を採6、阈家統制の下に 
M (に 公益に ft すると 說 くので ある。 

此に加へて中小玆業の介砰-化を贸行し、品質の精製と惯格の低下に依って|舣 
消费诉 を 保護す ると 主張す る。 

三 =^政政 ^ に於ては令融及び金融機關は ^ 家の爲に存在するものでぁっ 
て、 阈家を 支配す ろ爲の 存在で あつて はならない。 とし •か、 る を 以て* 下 
當なる利得は打破す.へしと主張し、阔家及び阔比の资本及び大依務ょりの解放、 
金融 機 脚の 闽 有、 保設 本位 制に ょる Ms 使用。 益、 紙幣 •銀行 等の 株式 付 社 
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の 阈冇を 主張す る。 

此の外官玆事業に對する费用は公侦に依ら中、阈庳ょ6の無利子貸與支出を以 
てす る こと、 その他 一般に、 公共 銀行を 設立して 無利子 货與を 行 ふこと、 及び 社 
付綏濟の兑地に立つ稅制の改正と、生產、消费漭に課する稅额の可及的減額等を 
揭げて圮る。 

四、 社 ^ 政策と しては、 獨逸 NK の n 常 的 生活に 窮する 現狀 と、 加 ふるに 列阈 
への戰依支拂に依る打粱に莳肘して、愈々其の打開策の必要を痛威し、大.衆の健 
全なる 明 n への 發達を 眼目と して、 阈有 卷老 保險 制度の 傾 大と 確立、 一定 年 以上 
の老袞 者、 勞俲 不能 对に對 する 救護、 生産 企 菜に 依る 利益の • -?£ 任 能力 年齢 等に 
依る 分配 制度の 確立、 不正 乎 段、 即ち 戰爭革 命奸商 等に 基く 不當 利益の 沒收 と、 
此れを财源としての社钤救濟事栾の擗大、及び住宅難を解決する爲に公共：銀行に 
依る 無利子 支出と それに 依る 住宅の 增築 等を 規定して 居る。 
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五、 第五の 文化 政策に 於て は、 0由の爲の政治と、健全なる國 13£ 經濟の阚家に 
於てのみ；跋はしき文化と學藝の花は暌くとの要3::に依り、ドイツ 131 族の过族的文 
化の 發肢を 期す る ものである。 此の 爲に 、獨逸 魂の 涵養と、 强壯 にして C 山なる 
办 心の 保全の 爲 めの 阈民敎 W を 實 施す る。 而 して、 宗 敎と學 術の 硏究 は ® 則と し 
て 0 * なると、宗敎に於ては特にキリスト敎を梓重し、ドイツの精神と風俗と相 
容れ す、 ドイツ 民族の安¥を揸傲する宗敎に對しては反對し*キリスト敎に迖あ 
る芝屈、鞀眞、刊行物等は排擊して居る。學校敎脊の自由は認め*邦の指導者に 
對しては人格の句上を求めて居る。かくすることに依り、現在に於けるユダヤ人 
の 影释に 依る ドイツ 民族の 文化の 俗惡 化を 根本的に 淸箅 して、 ドイツ K 族の 有す 
る 本 來の精 華にまで 极興 せし むる ことを 强 調す るので ある。 

六、 眾银そ の 他に 對 する 政策。 軍事に 對 する 政策と しては、 現在の 金融 ft 本家 
を 擁護す る 職業的 軍隊を 撤廢 して、 阈民軍 を 耜 成す る。 而 して现 在の 職業 取 隊中 
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に 於け る 優秀なる 特 權と國 民 軍に 依つ て 、 m 阈の防 禦を 完全なら しめんと する の 
である。 

其の 他の 政策、 例へ ば 選擧 に對 しては •現在の 選舉 法は 風俗に 反する を 以て 之 
を 改正し、 職業と 地位を 代表す る議會 を 召集す る。 その他 土地 法を 改正して その 
所有 權 、使用 權 、資質 法を 獨阈 K の 要求に 合致 さし、 刑法、 民法 等 も 谷 人の 名 # 
I 健康 等に 主 點を 置いて 改正す る ことを 期す る。 

最後に 獨逸阈 骼に關 しては、 獨逸 主義に 適合す る 元首を 以て 統制し、 元酋は W 
民の 選 舉に依 る 皇帝 又は 大統領を 以てする ので ぁる。 

現在に 於け る# 聯邦 主義は 之を 存賴 さし •各 州に 於け る 自治權 は 益々 浓大 し* 
をの 内政 全部を 州政府の 掌中に 委 ぬる ものでぁる。 

三 

以上は獨逸阈粹社會黨の主張する政笟網領の大要でぁる *» 、獨逸1!粹社會» 




は、 以上の 政 網の 達成に 就き •現在の 獨 逸の宥 する 社 侍 制度、 卽ち资 本 主義 阈家 
としての 獨 逸に 對し 、及び その 骼制 下に ある 現在の 代 謎 制度に 對 して 猛烈に 反對 
する。， てれと 共に •現在 獨 逸に 於て 最も 勢を 逞ふ する マ， クス 主袭を 以て 不供戴 
天の 仇敵と する。 此の 三者を 打破す るに 非 ざれば、 獨逸比 族の祖 阈獨逸の扭投は 
望む こと •か 不可能で あると する ものである。 

rf 木 主義 s ドィツに 對 する 抗爭 は、 現在に 於け る金權 支配 下の 獨逸を 意味す る 
もので あり、 獨 逸を 金融 ft 本の 支配ょ b 解放 せんとす る ものである 0 
淡矜制度に對する闘爭は、制度それ0身に反對しての财牮を总味せす、現花の 
代議 U 、 G[I ち a ら獨 逸人 民の 代表 漭と稱 する 人々 の、 無货 任に 依る 代 ^ 制度の 现 
在の腐敗に反對闘爭 -» るものである。而して、此くの如き腐坆せる弋潘制度に仅 
6て支紀さる、现在の政府に對して反對するのである。 

マルクス 主義に 對する 闘爭 は. ユダャ 人力 ール •マルクスに 依つ は！！ 系附け ら 
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れたる 唯 物史觀 1: 依る 社 ^ ^ 革に 反 對 する もので あ b •彼等の 拟励の 結果、 阈民 
は陪級 鬪爭を 起し、 私有 財 產の否 足 •か. NK 經濟を 破坺 する もので あ り、 何等の 建 
設を总 味せ ざるが 故に 反 對する ものである。 

要するに此等三個の仇敵に對して、抗印しつ、獨逸闽粹社會黛は全獨逸战族の 
旗の下に、輿に阈家の闲飢と無カを打破して、强阈獨逸の讥生の爲に戰はんと立 
言して 居る ものである。 獨逸阈 家 社 合 主義は、 资本 主 a と 之の 骶 制に 支配せ らる 
、獨 逸の 現狀に 對 する 最も 贞敢な る、 而して 敁 も カ强き 反 逆の 速 動で ある。 

彼等の旗は、ゅかしくもゲルマン時代の飢阈を促びて黑灰色地の上に、獨逸 ^ 
族の 永 逮の若 さを 表明す る 血潮の 钩形 十.：^ を 以てする。 

吾等は钩形十字の扔士 S 
赤き 旗を 高らかに 揭げて 
祖阈ドィッを吾が « ににないつ/< 
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かに 逝め！ n 山の 路 
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七 ドイツ 國粹社 會黨の 宣傳 方法に 就いて 



獨逸 阈粹社 fr 黛は =： 常の 朗爭を 通じて 寅 傅に 努力して 居る • 穴 傅に 際して、 彼 
等は都许地と田舍地とを陡別し、その宣傅の方法も、夫れに鹿じて夫に考臌を拂 
つて圮る。蓋し大都柯に於ける住民は地方の住民に對して政治的怠識に富み、知 
識的 であるから である。 

然し、 其の 寅 傅 機關 o 純 類は 殆んど 大同小異で あ S 。 黨 14 はその黨の订：傅に隞 
し、 燧密な る 組織的 統制の 下に 動き •民衆 生活の 菜 底に 觸れる ことを 中心として 
居る。そして、黨の懷大强化の爲には敢て生命をも辭せぬ费悟の下に闼いて居 
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官：伸の組捣としては屮央に中央 5? 傅部を設谠して、穴傅の統制と聯絡の便に兗 
し •此の 指 •輿の 下に 地方に 数個の 地方 W : 傅 部を 設 笟して、中央の宣俜を助成して 
居る。各地方宣傅部は其の诚域內の贫傅に全货任を订ひ、その下に乂數俏の穴俜 
支部を 設けて •寅 傅を W 施させて K る。 

寅 傅 支部は かの 突 m 部と 密接なる 聯結を 保持して その VT : 俜的 効见 の谈大 を 21 つ 
て 居る。 而 して かの 突 維 部は •特に 衍 诹示威述泐、黛大付その他の付<”に於て其 
の 課せられ たる 本分を 發揮 するべく 設骰？ れ たもので ある。 

宂傅に耍する谷种の材料は主として屮央穴傳部ょり、谷支部に給與せらるるも 
のにして、各支部は之に依つて穴傳し、各支部に於て特別に文卉及び宂傅进を趄 
粜して贫傅に資することは敢てせぬやぅにして35る。但し、それも垛則的にであ 
b * 必要 ぁれば 各 支部 獨特の 官：傅も許可して居る。選墦等に於ける *» 如き垛合に 




支部の 獨斷を 必要と する 51 合は • 豫め示されたる黙中央部の計逬と照介して後* 
之を ^ 行することに決定して居る。 

ニ 

穴 傳機關 として 阚粹社矜黛の採 ;1) し利川する所のものは*文许に依る贫：傅，言 
語に依る穴傳、示威述泐、その他文化的催物等でぁり、凡て现社柯の具骶的精勢 
に則する生氣ある帮龙を取扱ふことを主張して«る。之の必耍の爲に 1?; に社何の 
動靜 に忠 饩に 注#* し、 機を 俟つて 之に 乘 ヤることに努め射る。 

一、 文 fiF に 依る 宣傅に 於て は、 貼 紙廣吿 •配布 紙 •號外 •新 問 •パンフ レッ 
ト •家迪 新聞、 工場 新聞 •廣吿 柱、 印章、 手紙 類 •運搬 ^ •線路 及び M 恣廣街 ， 
等を その 主なる 方法と して 採用して 居る。 

此の 小、 貼 紙 廣吿は * ビラ •ボス ター顛 を 公衆の 注 怠を ひく 場所に 贴布 する の 
であ b、 次々 に 新しき ものと 交代 さすべき 方法を 探つ て 居る。 配布 紙は 簡纸 なる 




內綷 •例へ ば、 「 XX 紙は 我等の 友」 とい ふが 如き •校 語を 印刷して 配布す る もので 
あり、 何 此の上、 漫迸 * 色彩を 加へ て 配布す る。 「 rl 由と パンを 求む る 者は 我 黛へ 
」 、「マ， キシ * スムに 反對 する 者は 阈粹銥 へ」 等には 其の 例で ある。 而 して 此の 配 
布 紙は ー且配 布 後、 s 只 收 する 方法を 持つ て その 効果を あげて 居る。 

號外は 適時 發行 して贫 の宣 傅に 资する 著で あり、 一般に 勞働漭 街 ^ きは 可な り 
過激なる 語を 用 ひ、 一般 市 K 向きには 斷片的 文字を 使 川して 居る。 

新聞が、 黛の 官：傅機關、即ち :1?: 見の發表、黨の意志の發表に就て最も効カ多き 
ことは今 31 說明する必耍はない。現花阈粹社會黨系の新閗は全阈無盧七十數神の 
多き に 上つ て 居る。 

パンフレットは、成る特定の問題等に就き*阈民をして眞に事#の本罚と，，て 
れに對する黨の方針を知らしむる爲に、日曜=2等に家庭叫き、列車中叫きに作成 
される ものである。 
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家庭 新聞は 杏 通の 新聞と 大同小異 であり、 工場 新聞は、 各 工場 別々 に 使用す る 
新聞に して、 勞働者 の =常の具骶的要求と、その政治 |. | :| 題を取扱ひ、勞働济の興 
味を 呼ぶ 媒介 體と なす ものである。 

度街柱は、黨の大件、示威迷動等に陬して行人の注=:を求むる爲めにするもの 

であつて比輓的宂傅的効果の大なるものである。 

印章とは* 黙の 徽窣を 郵便物、 新 間 等に 印刷して 使用す る もので あ り、 设も簡 
潔に して 最も 効果 多く、 時に 此の 印 京と 共に 数 文字の 過激 文字を 使 川す る こと も 

ある。 

手紙類に於けるものも之と同樣であり、運搬进は行列の先跗等に立て、、短か 
い 黨の標 語 等を 書き 交せた る ものである。 

線路 及び 家 爝の壁等に於ける廣吿の栂めて有効なる事は、今 |1 £::本 |: 於ける ^ 
恣ょ b 眺むる 廣吿の 効果を 見ても 首 ft し 得る であらぅ。 
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Ir n 語に 依る 穴 傅。 此の方 法に 於て は 主として、 個人的 談合、 懇談 许 、大 
會 •合 i ? 等を 實行 する。 

個人的談合は其の効果垃も大であり、懇談矜に於ては>1舣的大衆と意兄の雜 
談的 交換に 依 り、 極めて 打ちと けて 黛の 一般 方針 等と 說明 する。 芥宣傅 部に 於て 
主として侮 ;1 ニ冋位の割合で開催するを例として炻る。苦し大件を開催し得ざる 
場合には此の间數を坩加して*その補助的役割を實行すろ。對論仔も開催する事 
•かあるが*その行の內嵙等は懇談钤と殆んど同樣である。 

大钤は黨の方針を大衆にァビールする设大の钤介であり、その開催に就いては 
大衆の 要求を 參酌 して 時と 場所と を 撰定す る。 大饵に 常 b ては •論者は 豫め該 地 
方の 政治的 情勢に 通す る 必要 •か あ b 、 黛：：： の 全 出席と、 大科防 禊の 爲に突 解隊を 
して赘戒せしむるを必要とする。又、大许の指得は热主0ら之を爲し、大件閉昝 
に 先立ち •黨 主は 短い 四 五分 間 位の カ强き 主張を 演說 する。- 反對 黨の酐 次 やその 
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他の 彫迫 |: 對して論者を徹底せしむる爲に.黨 ^ は抗举する必耍がある。大行小 
の對論 は 之を 印刷して 參曾荠 に fid 布す る 方法を 採り •最後に 大 fr は •獨逸 阈 粹社 
會黨 の蒗歲 を 三唱して 解散す る ことと なつて 尻る。 

合叭は路上又は公阑等に於て许<::する時、黛の打効なる楞語等を、晋歌の下に 
合 if . する 方法で あ 6、大行、示威速動、又は選衆戰等に於て最も冇効である。 

三， -*. 小 威 運 励。 黨の突 龊隊を 以て 主として 此れを 構成し •煨 格 ;: >る菸 の规作 を 
示して、 黨の最 も 効果 多き 寅 傳を爲 す ものである。 

四、 文化的 催 物。 之れ は 主として 劇場 •活動 ^ 於 • M ^ fr 、 等を 指す もので あ 
b 、 其の 効 朵は奠 大なる ものである。 而 して 此れは、 ft 傳的役 制を 持つ と共に 他 
方黛：：：及び一般大衆の慰安的催物としても冇効なものである。 

以上は 獨逸阈 粹社 曾黛の现在採用せる钗俜的方法の主耍なるものである。此等 
に依る贫博の結果は近時愈々その効著大にして漸時黛：3獲得しつ、あることは今 
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時の 大統領選 来 戰に 於ても 明示され た 所で ある。 今次の 大統領 選舉戦 に 於て-弦 
は第ニ位にあつたとは言へ、«に一千一百餘萬恶を獲得したのである。此の額著 
なる 坩大の 結 架を 兌ても、 獨 逸阈粹 社 饵黨の 勝利が 旣に時 問の 問題にまで 發 して 
居る ことは 言 ふまで もない 事で あらぅ® 

ドィツ 國粹 社會黨 の 十戒 

1、獨逸は吾人の祖阈である。至上にして至愛の鄕土である。 

1、 獨 逸の 仇は 吾人の 仇で ある。 

一、 阈 K . の 一人と 雖 も阈家の眾位である。 

一、 獨逸 S 家を して W び S 權を 獲得せ しむる は 茜 人の 唯一の 義務で ある 1 
一、 吾人は 獨逸阈 を 誇る ものである。 
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I 、 祖一 :獨 逸を：^ しむる 者は、 汝自身 を ^ しむる 荠で ある • 

一、 汝 C 身の 利益を 倥 犯さる、 時は 喺戦牮 に訴ふ •へし U 

一、 徒に鉍 力を 振は ざる も •猾太 系の 魔手に 對 して C 己を 防 湖す る爲 には 敢て手 
段を選ぶものに非す。 

一、 獨逸阀 の 赤化； 連動に 對 しては 死を 以て 撲滅す る。 

1、 未來を m - r - べし。 吾人は 必 す 勝利の 榮冠を 得る ものである。 



八 國粹社 會黨の 批判 



ヒット ラー 及び 彼が 率 ゆる 獨逸 阈粹社 會黛の 励き は ft 界注覦 の 焦 黠で ある。 從. 
つて、 彼等に 對 する 毀 # 褒贬も 特に 極端で ある。 

ヒットーフー個人に對する批評として最も多きは-彼を以て令然鉍動の爲めの过 
衆 ^ 動 家に 過ぎぬ とする 論で ある。 此の 批評は • t ッ トラ ーの聽 衆の 魂にまで 笼 
きつく やぅな 鶴に 依つ て •全聽 衆が 一 齊に游 ひ 立つ 現象を M て 起つ たもので あ 
る。 勿論、 ヒット ラ ー の 熱 辩は舉理にのみ走るィンテリ階射にぅけるには餘りに 
大衆 的で あり 通俗で ある。 然し •それ 丈け 大衆の 胸に ビンと くるので ある。 大衆 
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は， での —> c はんとす る 所の ものを ヒット ラ— の 思想に 兑 m して ^ 起す る U 此の % 象 
を || 视してィンテリ府は彼ヒットラーを大衆 &| 蚴家と酷評するのである。然し此 
等の 批評は 問題に ならない だ らぅ。 何ん となれば、 彼 ヒット ラ ー にと つても、 幾多 
の有名無名の：大才的政治家と：1様に、その « 楞となり 11 安となるものは竹にー舣 
大衆 それ n 分に 過ぎぬ ので あるから、 膝史に 於て 明かなる 如く 幾多の 政治家に 妈 
する 個人的 批評は 附き 物で ある。 その 济が 、その 珩の 主義と 主張に 忠 贤 なれば な 
る 程、 彼に 對する 好惡の 批判 も 激化す る。 然しな •から M 史の 進化 過程は 一切の 批‘ 
判に無剿心にその人物の似値が何を明盼に決 /1£ する。酷評は酷評、好成は好威。 
ヒット ラ ー の眞惯 は漸 々 M 史が 明示す る。 ヒット ラー は此等 の 一切の 税象 に禍さ 
れる祺なく、冷徹に彼の信ずる近を直進して行くであらぅ。それこそヒット_フー 
たる本來の生命でもあるのだから、 

ヒット ラ ー 個人に 對 する 諸種の 批判に 就いては、 上述の 如く 敢て 問題に する 必 
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要 もな-^ か 此の 外に ^ に 題にな^' 批判の 中心と な つて « るものは、ヒット 
ラ ーの主 袭思想 とその 具！ i 的 網 領に關 する 批判で ある。 

獨逸 一: 務社 付黛 に對 する 批判の 中 •その 址も茏 しきものに、 かの 共 床 主 ^ の 立 
場ょ b する 批判が ある。 

共產 主義は 阈粹社 竹 黨 の 速 泐 、卽ち 一般的に フアス シズ ムの M ■を 以て、 資本 
主恙制 度の 崩 坺を防 止せん ♦か 爲 めの 支配 陪級卽 ちブグ ジョ アジ ーの 末期的 支配 形 
態 であると する U 

搀言す れば 、戰 後， 資本 主 ^ の 內的矛 珩は 尖銳 化して 其の 一般的 肋坺の兌機边 
5、從つて斯くの如き恐慌に舡肘して、其の支配階級たるブルジョアジーはブロ 
レクリアートに ^ する支配的地位を ^ 搣？れるに至つて ^ る。即ち、ゾ,ジョア 
•シ！の從來の支配的形態に於ては、旣に现花被支配階級を支配する |: 储ゥに無カ 
である 耶 ょりして， 此處 にゾル ジョ アジ一 は ブロ レ タリア ー トに對 する 新たなる 



04 



支配的形旗としてファシズム意激を注人してファシスト的支配形態を採り、以て 
彼等の支配的地位ょりの轉落を防北せんとするものでゐると解釋するのである。 
之を莕觀的に兑れば，現在の世界的恐懢の社曾的、政治的結果として、ブルジョ 
ァジ ーの採 る ブル ジ ョァ獨 裁の 政治的 支配 形態の 强化の 手段と して ファシズム 的 
支配 形態が 表れた る もので あり* 從つ て、 ファ スシズ ムの速 励は ゾ K ジョ ァジ ー 
のか、 る耍盟 の 爲に生 成された る ものであると 解 釋す るので ある。 

此の コム ミユニ ズムの 理論は、 獨逸阈 粹社 待主袭 の 速 動に も 適用され る。 

現在の獨逸は、今ゃ有史以來未付珩の經濟的恐慌と從つて起る社付骼制の某礎 
的； i 搖に依 り、政治总_に费 »| したるブロレタリァート及びー切の被膊边階級 
は、诂¥、被搾取的地位に廿するを得す、猛然としてブルジョァジーの在來の支 
配 形態を 否 足して ft 本 主義 骼 制の 极幹 を ^ 搣 せんとす るの狀 勢に 在る。 か、 る 尨 
機に庇面して、獨逸の支配階級ゾ,ジョァジーは、此の危機を切り拔けんが爲に 




フアシ.スムの運勋を利州すると說くのである。即も、今=の獨逸のー切の不況は 
齊しく獨逸の課せられたる戰似支拂に依存すると强調し*從つて獨逸以族が视在 
の獨逸 の 恐慌ょ b 離 脫せん とすれば、 先づ獨 逸民 族は M N ドィツの 爲 に 一致して 
戰偾ー切の榨引を要求すべきであると穴傳して、獨逸阀内に於ける陪級的對立の 
現狀を 抹殺し， ブロ. レ タリア ートの 政治 总識を N 外に轉 r..J せしめて 强カな る ブル 
ジヨ アジ ー の獨 裁 を 確立 せんとす る ものが 今：：： のフ アスシ ズ ムの述 勦で あると； 說 
明す るので ある。 

端的に言へば，ヒツトラーに依る獨逸阈粹速動は找贾的に獨逸资本家附級の新 
たなる 獨裁的 支配 形態 確立の 爲 めの 運 励で あると 解釋 する ので ある。 

此の コム ミユ- 1* スム 立 ^ に 依る 批判は、 今：：： =本に於ても2!樣にその.：：稱他稱 
共産主義者ょ b 支持され て 居る。 所 調ジヤ ー ナソズ ムの 波に 乘る 一連の 論客を 以 
て任する左翼フアンは、赉しくフアスジムを以てブルジヨアジーの過渡的支配形 



旗な b と 解し、 從 つて ドィツ 阈粹 瓧會 蒸の 運動 も •その 發 M 性に 當然の 限界 あり 
と 主張す る。 率直に 彼等の 言葉を 借りれば、 獨逸阈 粹社會 窯の 運 励は 必 す 獨逸ブ 
ロレ タリア ー. トの革 命 的 意識を 糊塗し 得す、 その 支配的 地位を 獲得し 得ない と稱 
する ので ある。 

上述の 如き 共淹 主義 的 理論 U 依る 獨 逸國粹 運動の 解釋 は、 然しな •から •その 兩 
者の 指導 理論の 兩的 相違に 依る 偏見で ある。 

苦し •共 產主袭 的解稃 の 如く •一般的に 阈粹社 曾 黛の 速 動を 以て 支配階級た る 
獨逸 ブバジ ヨア ジーが •彼等の 支配的 地位 擁謐 の爲め の 過渡的 支配 形態な b と 解 
するならば、 现在 、支配的 地位に 在る ドィツ 金融資本 家に 對 して 猛然と して 抗爭 
を宣言し.金融资本家及び企業家の大企業に對する榴限を剝敉して、大企業を铉 
詧 とすると 主張す る阈粹 社 會 a の 現 竹 的 主張は、 彼等 資本家 階級の 階級 的 利害と 
扪反 する ものでは あるまい か。 而 して 又獨 逸に 於け る 金融資本 家の 大部分は かの 
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ユダャ K 族 及び その 支配的 影 锣 を 受 くる 奔な 6 として、 極端に ユダャ 族を 排斥し 
金融の阈家的統一を主張する阈粹社饵狨の主葙楮神は、と6も莳さ中资本主義的 
體们に 於て 決定的に 支配的 地位を 擁する 命 融资 本家に 對 する 公然たる 抗爭を 表現 
する ものでは あるまい か？ 

若し 又 獨逸阈粹社會黨の運励を目して、獨逸ブルジョァジーの末期的新たなる 
支配形態確立への手段的運動とするならば、現在何が故に獨逸_粹社曾黨の運猶 
は獨逸 金融 资 本の 政府 ブ 9 ユ丨- 一ング 內開に 依って 付 惡せ られ抑 M される ので あ 
らうり？ 

此 等の 具 體 的事實 は、 今：：： の獨 逸阈粹 社 矜黛の 速 励が、 彼等 共產 主義 的立圾 に 
立っ 漭の 解榨の 如く 獨逸余 •融 资 本家の 過渡的 支配的 形態の 爲の述 励でなくて 、典 
實に獨逸全拉族の幸福と利益の爲に抗爭し、その爲には支配的地位にある视在の 
獨逸金 融資 本家の 利害を すら 抹殺す る ことを 示す ものである。 
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且つ又、 今：：： に 於け 6 獨 逸阈粹 社會黨 の 運 励の 限界を 主張して、 その鼢 權に至 
る 過程に 於て ブロ レ タリア ートの 階級 的 意識の 品 揚にょ b 必然的に， Mhs を 云云す 
る 者は、 現在の 獨逸闕 家の 恐慌の 火中に あつて、 猛然と して 庇 逝して 行く _粹社 
_黨 の 勢力の 坩 大の堺 竹を顧みるがい、。社钤比主餒及び共齑黛の勢カの減返或 
は遲れたる坩巡に比して、獨逸1:粹社矜黛の勢カの坩大は格段の笼がある。ー九 
三 〇 年の 總選跟 時に於て阈粹社锊稱の總得恶數は無趑六西五十离を數へたのが、 
今 U 1 九三ニ年三 11 の第一期大統似 51 祺戰に於てはー躍ー千ニ百與に堺大したの 
である。 此の 腠史的 躍進は 何を 物語る か。 此れ こそ 眞實 に獨 逸國粹 社會黛 が、 今 
n の獨 逸民 族を 救 ふ 唯一の 政黨 である ことを、 獨逸 民 族の 意向に 议 つて 示された 
る 具 粒 的事實 ではない か？ 

; れこそ •今日の 獨逸民 族 •か、 共 產黨に 依つ て 金融 资本 の政黨 にまで 轉落 した 
る 社會 民主黨 の 資本家 的 政府に 反對 して、 ドィッ 阕粹社 fr 黨の旗 下に 走せ 參じ、 




阈粹社位黨に依つて民族的ドィッ阈家を救はんとする意豳を示すものに外ならな 
いので ある。 

次に 又、 別の 意味 卽ち 獨逸阈 粹社會 黛は、 ブル ジ ョァ旣 成 政黨の 構成分子の み 
を #; 得しつ、 あるから とい ふ點 ょりして 同黨 の發 M の 眼界 性を 評論す る 者 •か あ 
る、 即ち、 資本の 未曾有の 不況に 段んで、 花來ブ , ジョァ 諸政黨 は 具體 的に その 
政策の 實行に 筋し、 從つて その 政黨の 內部的 行詰りと 崩坺に 依り、 此等の 政黨員 
が阈家社分主義を楞榜して立つたヒットラーの阈粹社會銥に吸收されたものであ 
b 。 從 つて 現在 旣に 吸收し 得べき 分子は 盡 されて しまつて 居て、 ^ 家 社 付 主義の 
これ 以上の 發 M は盟 まれない と 言 ふので ある。 

言 ふまで もな く、. 此の 解釋 は妥當 ではない。 何ん となれば、 现在 の獨 逸に 於 
て、ヒットラーに依つて莛贫せられつ、ある政狨は. 5|>1 に獨逸旣成ブルジョァ諸 
政 黨の みで なく、 かの 社會 垃主主龚を標榜して立つ反資本主義政黨社曾垃主黨を 



も ^ むからで ぁ b、 *t o •ヒット ラー黛 の 政策は 此の 社 ^ 垃主黛及び共產黛に叼 
つて全カを注がれて识るのでぁるからでぁる。そして此の事は、實に國粋社饵黛 
の势カ の泔大 •か •獨逸 社 ^ 民主 黨の 勢カ範 圍 への挖 入に 依つ て もたらされて 屈る 
ことに 依 つても， 説明し 得る であらぅ。 

各地 方に 於け る 阔粹社 狩 黛の 選 保 得 ^ 數の 劃期的 坩大 •就中、 谷 工場 內 に 於け 
る勞働 漭の 阈粹社 fr 黛への 轉 向の 現象を 覜察す れば 、彼等 一派の 意識的に 主張す 
るが如き阈粹社宵黛の限界性の問題は、問題た6得ないでぁらぅ。ー九三〇年と 
一九二 九 年の 兩年 度に 於け る 左記 ドレスデン 地方、 及び， 丨， 地方の 選 谍得恶 数 
の 現象を 例示し やぅ。 

ー阈粹 社會黨 三 一 五 〇 三の增 加 
ドレス デ V 社 ^ 民主 黛 一八 一九二の 減少 
共 產黨 ニニ ニ 五の增 加 
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ル ー ル 地方 十二 エ 場の 工場 委 14 矜選擧 の 得 恧數。 

年 年 
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以上の 如き 諸 例は、 獨逸に 於け る阏粹 社 饵羰の 勢力が、 眾に旣 成 グル ジョァ 諸 
政 - H の ;];} . B に 依っての み 坩大 しっ、 あると いふ 解 释 、從 って、 獨逸 N 粹社 W - M の 
將來 への發 肢の限界を云云する說をくっがへすものであり反對に獨逸阈粹社付黛 
は、あるー派の分子の总識的に解釋する如くー時的存在の政黛でなく、獨逸勞働咨 
陏絞に 依つ て 支持され て 行く 全 N 民 的 政 黛で ある ことが 觀辂さ れ るので ある。 即 
ち、此等の取釕ょ6して、獨逸阈粹社會黨の將來に於ける發诞性は世上一切の偏 
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氣 とは 無 關心に 洋 々として 遨ま ざる ことを 知り 得る であらう。 

以上の諸批判の外、現在の獨逸阔粹社曾餓の揭ぐる綱領政策に_する若干の批 
判が ある。 民族主義に 對す る批 剑、及び、國家主義、社矜主義、反ユダャ主砖の 
三 要素に 對する 批判、 等々 を 迤本 とする 一 速の 批判で あり、 此 等の 問に 於け る 所 
謂矛 0 报教の指摘である。然しながら、此等阀家社伢主遴の諸特饩、換言すれば 
阈家社 柯 主義の 理論 上の 諸で 點に就 いては、 敢て ー獨逸 阔粹社 饵羰の 批判に のみ 
限るべき でな く、 阔家社 fr 主義の 理論 そのもの として 考察し 批剑さ る 可き もので 
あらう。 從つ て此等 のー舣 論に 對 する 批判は 別の 機 曾に 於て 取扱 ふこと にす る。 
唯、あるー派の企閊するが如きー偏 11-] 的批判、总識的反對の爲めの批判に依る矛 
府掎矜 の强行 指摘の 如きは 敢て 問題に する には 足りない ことを 附 加して おくに 止 

めて おかう。 ' 

要するに、 獨逸 の阈淬 社 钤贫は 设族的 0 決權の下に强カなる阈家社饵主袭的社 
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fr の實現 を 企 岡す る。 此の ドィツ 阈粹社 钤銥の 示す 一事 例は、 世界に 於て •その 
國際怍 に 於て ょ 5も*谷民族を弗調としたる谷比族的結合の可能性と_性とを 
陪 示す る もので あ 6*從つて又、谷阈に於ける阈家社曾主義的運動が、現花の無 
統制なる 資本主義 社 钤 g •制に 代るべく 興隆し •漸 々阈家 的 統制 ^ 下に 社 倉 主義 的 
社 付！ i - 制 ^ 設の n の 訪れる であらぅ ことを 物語る ものである。 

ともあれ、 一切の 批判と 偏 兑に對 する 決定的 解決は 脎 史の 任務で ある。 

阈家社贫主義的社矜體制が、現時の無統制なる資本主義的制度 |: 次いで起る 
か。 將乂、 rf 本 主義 制度の 內的 矛盾. か 必然的に K 族 性を 抹殺した る阈際 的 共產主 
義の社 符 を招來 する か？ ファ スジ ズムか マルキシズム か？ 桥 *c l S は晓史 •か 
明示す る。 • 
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一九 三 0 年 九月 十四日の 總選舉 に 於け る 
國粹 社會黨 所属 代議士 

人名 職業 

•-: ド クタ ーァ， ブレヒ ト 、へ， パ ート 農業 經濟學 者 
ニ、 フエ ーゲル 、ゥィルへ， ム 事業家 秘普 

三、 ブレド ー 、ライン、 ノード 地主 

四、 ブリュ クネ， 、 へ， ムス 編輯 人 
五 •ブ ッフ、 7 ル テ， 退職 少佐 

六 フ リュケ ル ジョセフ 敎 filr 

七* フォン • =» ルス ヮン ト、 ヮ ルタ 丨 信託 听有者 
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ケル、 ウィ， へ， ム 著述家 

ジョセフ 運送業者 

ィル ヘルム 錠前屋 
ブ 、フランツ 退職* 

アゾ リシ ウス、 ハンス ^ $ 

ゴット フリー ド 工業 技師 
、マックス 商人 
フリ 1ドリツヒ*カ|ル 鑛山宵 史 
、ア火 パ ート 手代 
ランク、 ハンス £| 謎士 

、アントン 跖裁判 所 判 寧 

リック、 クィ ルへ ル ム 洲 役人 



ゲマ イン デ， •ベ テル 補助 職工 
ド クター、 ゲ IV , ス 、ヨセフ 著述家 
ゲー リング、 へ ルマン 退職 大尉 
ハッセ • H リッ ヒ 政府 監察官 

ハク グ* エリッヒ ブリキ 屋 
ハイ ネス、 エドムンド 郡長 
ド クタ ー ヘ^, ビック、 口 バ 1 ト 敎授 

ヘル グト •ォット ー 農業 勞働者 

ヒ工ー ,、 コンスタンタン 退職 大佐 
ヒ火デ ブランド •フリ ードリッヒ 農業 勞倒者 
ヒムレ ル、 ハインリッヒ 地主 
ヒンヶ ダ、 ハンス 編輯 長 
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三ニ、ホ ^. チングハウゼン、オィゲン ペンキ 職の 親方 

三 三、 ホーマ ン* フリッ 雜誌社 支配人 

三 四、 ホーン 、力 ー火 阔案家 

三 五 • H ンケ 、エルンスト 郵便局 W 
三 六 、 h ンチ工 ン 、コンラド m 信監抒 
三 七 •ヵー ペン スタィン、 ウィルへ ル ム 51 護 士 
三 八、 ヵール 7 丨ネ 、ベルト ホ丨ル ド 動 人 
三 九* キヤ ッセ、 ジーグ フ リート 商人 
四 ◦、キヤ ッッ マン、 ンスト 煙突 工作 業者 
四 . カウフマン、 カール 郡長 
四 ニ、 ユダ ケン 參箏宫 

四 三* コッホ* フ リッ ヒ 郡 ^ 
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クラウゼ、 ハンス 资產 家. 

クラウゼ •ルドルフ 商人 
ライ スタ ー 、アルベルト 郡 出納係 
レンク、 ゲオル ダ 商人 
レンッ、 カー， 元敎師 
ド クタ ー * レイ 、 y •ハ ー ト 化學者 

リンデル、 カール 税務 上級 書記 

ドク タ 1、 レ 1 ペルマン、 マルチン 學務 委員 
レ ー パ ー、 ウイ 火へ ル ム 、フ 91 ドリ ツヒ 退峨 大尉 
ルッッェ、 ビクト 1 ル 商人 
ルイ ケン •マックス 退職 大尉 



マ イエ， ホ 1 フエ y 、 フランツ 



敎師 
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五六 •マルチン、 カール 旅行 案內者 
五 七、 ド クタ ー メイ < — 、ア^. フレッド 机 合 委 M 
5: 八、 マイア一 クア ー デ、 ヨ アヒ“ 組賴 長 
五 九、 ムユン ヒメ イヤ ー, 火 1 ド ウイ ッヒ 傅缚師 
六 〇 、ム ー ル、 ウイ， へ 火 ム 勸人 
六 一、 ムッ チマン、 マ 火 チン エ提主 
丄ハニ、ドクター、- 7 _ランド、ハンス 國民 經濟學 名 

六 三、 オ丨べ ル 9 ンドォ 1 ベ，、 ハンス 商人 

六 四、 ブ 9 メイ ヤ ー、 フランッ 齡穷 師 

六 1、 ラインハルト 、フリッッ 國 K 經濟學 者 
六 六 •レべ ント ロー 伯爵 エルンスト 新聞記者 
六 七、 リング スハ クゼ ン 、フ 91ドリッヒ 敎 邮 
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六 八、 レーパ ー 、力 ーグ 商人 
六 九 •口 ー ゼンべ ル グ 、ァ 火 フレッド 編輯 長 
七 0、 & ス、 口 パ ート 農 及 大工 
七 一、， ッブ 、ョハンス 辯 護 士 
七 ニ、 グスト 、•へ ルン ハ ード 學務委 M 

七三、 シャー ラ ー 、リハ ード 建築 勞働潘 

七 四、 シ H ム 、ハンス 敎師 

七 五 •シ ユメ ーァ、 ダ ド， フ 電氣組 立 技師 
七六、シユナィダー、へダマン 騎士 領 小作人 
七 七 •シエ ー ンゲ工 ル ダ ー、 ョセフ 石工 

七 八、 シユー マン、 ゲァル ター 機械 技師 

七九、 シユダッ、0パート 菓子 店員 
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八 0、シュルッエランゲン 1' ルフ フリ 1ドリツヒ 中 學敎師 
八 •; シュヮルッ、 クイ 火へ ル ム 辯 謎士 
八 ニ-ザ イド ラ 1* •ッル タ ー 地主 
八 三* シモン、 グ スタ ーフ 工業 學 校敎師 

八 四、 シュバ ンゲマ ッヒ工 ,、 ハインツ 主筆 

八 五、 シュブ i ンゲル 、ャコブ 郵便 監替 

八 六、 シュタ ーマー 、ブルノ ー 勞働 ^ , 

八 七 •シュ テッ ダマン、 クイ ルへ ル ム 機械 技 帥 

八 八、 シュ テ丨ダ 、フランツ 商人 

八 九、 シュ トラ 1 セべ グレゴ 1 ^ 藥薄師 
九 〇、 シュッ ル ッ •エミ ー ル Q fil ^ 運轉手 
九 一、 テル シヨ ク 、オット ー 郡長 
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九 ニ •テ， •ホ 丨フ工 ン * ヨセフ 銀行員 

九 三、 テイ ーレ 、クルト 勸人 

九 四、 トル メーレ ン 、アドルフ B 園 主 
九 五 テイ ーべ ^ フリッッ 郵便 監督 

九 六、 トリ ー ベル、 フリッッ， 裝飾 ペンキ 屋 
九 七 ホン、 ウル リッ ヒ 、クルト 退職 少將 
九 八* ドク ター 'ウサ デル、 ゲォル グ 學務委 M 
九九 ウ工 ー ラ ー、 グイ ジ ー 商人 

1 0 0* べツタ ー 、ハインリッヒ ^ 史 

1〇 一、 ワグ ナー 、ヨセフ 郡長 

ー〇 ニ 、フ 1 ル* ホン、 ワンゲンハイム， アレ キサ ンダ 1 地主 
一 o 三、 ワイッ ザ 一ゲ 、フリッッ 淀前邮 
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〇 四" ゲイ ガント- 
〇 五、 ゲイ リ ケン 
◦六' ゲオ ルケ ル 
0 七、 ド クタ ー、 



.へが ム 支配人 
一 ルネ 少 地主 
V 工少 、ハンス 商人 
广* ダス ターフ 學務委 M 
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are carried in stock in the following sizes 
Catalog No. High Wide Thick 
851( 菊 倍 ) 30. cm x 22.5cm. x Icm. 
852( 四 六 倍） 26. " * 18.5 " * 1 •• 

853( 楽） 22.5 •• 1 15. ” x 1 •• 

854( 四 六） 18.5” 蓖 12.5” * I” 

855( 特） 24. * 15. ” * I •• 

Spscial sizes are made to order 
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